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表記規則
次の項では、 この文書で使用されている表記規則について説明します。

警告、 注意、 および注
このガイドの全体にわたって、文章にアイコンが付いている場合があります。 これらの文章は警

告、 注意、 および注を示し、 次のように使用されています。

警告 ： その指示に従わないと、 人体への傷害や生命の危険を引き起こす恐れがあるという警

告事項を表します。 また、 その指示に従わないと、 装置が破損して永久に使用できなくなっ

たり、 データが完全に失われて復元できなくなったりする恐れがある警告事項を表します。

注意 ： その指示に従わないと、 装置の損傷やデータの損失を引き起こす恐れがあるという注

意事項を表します。

注 ： 補足情報を表します。
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コンピューターのセッ トアップ

『クイ ック  セッ トアップ』 の手順に沿って、 コンピューターをセッ トアップします。

1 キーボードおよびマウスをコンピューターに接続します。

2 ディスプレイ （モニター） をコンピューターに接続します。

3 電源をコンピューターに接続します。

4 コンピューターの電源を入れます。9 ページの 「コンピューターを使用する前に」 を参照し

て ください。

コンピューターの設置状況の確認
以下の点を守って、 コンピューターを適切な場所に設置して ください。

本体の前後に十分な間隔を空け、 通気孔を塞がないような場所に置いて ください。

すべてのケーブルを、作業の妨げにならないように配置します。ケーブルを通路上、家

具の下、 または踏まれるような場所に敷設しないで ください。

警告：電源装置は、 コンピューターを購入した国 / 地域に対応するよう事前に設定されてい

ます。 他の国 / 地域で使用する場合は、 電源コンセン トにコンピューターのプラグを差し込

む前に、 その国 / 地域の電圧条件を調べて ください。

警告 ： コンピューターを電源システムに接続する前に、 『規定および安全に関する情報』 の

「安全に関する情報」 を参照して ください。

警告：操作する人の健康を損なわないようにするため、『快適に使用していただ くために』 を

お読みください。 正しい作業環境の整え方や、 作業をする際の姿勢、 および健康上 / 作業上

の習慣について説明しており、 さらに、 重要な電気的 / 物理的安全基準についての情報も提

供しています。

注 ：初めてコンピューターの電源を入れた後、 初回セッ トアップを完了するまでは、 他のデバイ

スをコンピューターに接続または追加しないで ください。 9 ページの 「コンピューターを使用す

る前に」 を参照して ください。

警告 ：水、 ほこ り、 湿気、 油煙などの多い場所に設置しないで ください。 内部の温度が上昇

して火災、 故障、 感電などの原因となることがあります。
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モニター、 コンピューター、 オプシ ョ ン製品などを保護するために、 すべての電源コード

をサージ保安器に接続します。 サージ防止機能のあるマルチソケッ ト （テーブルタ ップ） 、

無停電電源装置 （UPS）、 または同様の機能を持つ機器を使用して く ださい。

コンピューターで TV チューナー、 モデム接続、 または電話接続を使用する場合は、 それら

の信号入力でもサージ保安器を使用してコンピューターを保護します。 テレビケーブルま

たは電話回線コードを、 サージ保安器の入力と出力に接続してから、 コンピューターに接

続します。

コンピューターに関する追加の印刷物や最新情報が梱包箱に入っていますので、 確認して

ください。

その他のデバイスとコンピューターの接続
一部の周辺機器は、 コンピューターの背面または前面のコネクターに接続できます。

注： コネクターの場所、 用途、 および数は、 お使いのコンピューターによって異なる場合があり

ます。

電源コード

およびデバイス

アイコン /
ラベル 説明および機能

電源コネクター

マウス （PS/2） コネクター ： マウスを接続します

キーボード （PS/2） コネクター ：キーボードを接続し

ます

USB （Universal Serial Bus） 2.0 コネクター ： USB マウ

ス、 USB キーボード、 デジタルカメラ、 およびその他

の USB デバイスを接続します
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ネッ ト ワーク

アイコン /
ラベル 説明および機能

ETHERNET イーサネッ ト LAN コネクター ： イーサネッ ト （RJ-45）
ローカルエリアネッ トワーク （LAN） のハブまたはブ

ロードバンドに接続します。この有線 LAN コネクター

は、 ネッ トワークインターフェイスアダプター （ネッ

トワークインターフェイスカードまたはNIC とも呼ば

れます） です。 緑色のランプは接続が有効であること

を示します

ディスプレイの

ビデオ出力

アイコン /
ラベル 説明および機能

注 ： 詳し くは、 ディスプレイ デバイスに付属の取扱説明書を参照して ください

DVI デジタルビデオ出力コネクター （一部のモデルのみ）：

モニターに接続する場合におすすめします。 デジタル

対応モニターやディスプレイを接続します。 モニター

やディスプレイをコンピューターに接続するために、

VGA-DVI または HDMI-DVI アダプターが必要な場合が

あります

VGA/Monitor VGA モニター出力コネクター ： VGA モニターを接続

します。 DVI コネク ターのみを持つモニターをコン

ピューターに接続するために、 VGA-DVI アダプターが

必要な場合があります

HDMI HDMI モニター出力コネクター （一部のモデルのみ） ：

テレビに接続する場合におすすめします。 HDMI モニ

ターまたはテレビを接続します。 DVI コネクターのみ

を持つモニターをコンピューターに接続するために、

HDMI-DVI アダプターが必要な場合があります

VGA-DVI VGA-DVI アダプター ： テレビまたはモニターのビデオ

ケーブルを調整して、 コンピューターに接続できるよ

うにします

HDMI-DVI HDMI-DVI アダプター：テレビまたはモニターのビデオ

ケーブルを調整して、 コンピューターに接続できるよ

うにします
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スピーカーまたはマイクの接続
スピーカーは、別売の場合と、モニターに装備されている場合 （一部のモデルのみ） があります。

ヘッ ド フォンおよびマイクは別売です。

コンピューターのモデルによっては、コンピューターの背面にオーディオコネクターが付いてい

る場合があります。コンピューターの前面にもコネクターが付いているコンピューターもありま

す。 オーディオコネクターは、 コンピューターからアクテ ィブ （電源のある） スピーカーまたは

スピーカーシステム、ヘッ ドホン、入力デバイス （マイク、 Web カメラ、オーディオプレーヤー

など） などに接続するためのステレオミニコネクターです。

コンピューターに装備されている可能性があるオーディオコネクター （すべてではありません）

を、 以下の表に示します。

スピーカーの接続
スピーカーは、 別売の場合と、 モニターに装備されている場合があります。

お使いのコンピューターでは、 アクテ ィブ （電源のある） スピーカーシステムのみサポート しま

す。 つまり、 スピーカーシステムに専用の電源 （電池、 専用の電源コードなど） が必要です。

その他のマルチチャンネルスピーカーを接続および設定する方法について詳し くは、 25 ページ

の 「サポート Web サイ トへのアクセス」 の手順に沿って、お使いのモデルの Web サポートペー

ジを参照して ください。

注： コネクターの場所、 用途、 および数は、 お使いのコンピューターによって異なる場合があり

ます。

オーディオコネクター

アイコン /
ラベル 説明および機能

  

オーディオライン出力コネクター （黄緑色） ： フロ

ン トの左右のアナログスピーカーを接続します

  

オーデ ィ オライン入力コネク ター （青色） ： コン

ピューターへ入力する CD プレーヤーなどのアナ

ログオーディオデバイスを接続します

マルチチャンネルオーディオ設定ではリアライン

出力として機能する場合もあります

  Center ライン C/Sub コネクター （金色） ： マルチチャン

ネルオーディオ設定の場合に、センター/ サブウー

ファースピーカーを接続します

 Rear ラインリアコネクター （黒色） ： マルチチャンネル

オーディオ設定の場合に、 リアスピーカーを接続

します

 Side ラインサイ ド コネクター （灰色） ： 8 スピーカーシ

ステム （7.1） でサイ ドスピーカーを接続します
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ステレオスピーカーシステムの接続

アクテ ィブスピーカー （左右のステレオスピーカー、 2 個のスピーカーとサブウーファーからな

る 2.1 システムなど） をコンピューターに接続するには、 以下の手順で操作します。

1 コンピューターの電源が入っていないこと と、 スピーカーシステムの電源がオフになって

いて、 プラグが抜かれていることを確認します。

2 スピーカーシステムのケーブルをコンピューターの背面にある黄緑色のオーディオライン

出力コネクターに接続します。

または

コンピューターに同梱されていた 2.1 スピーカーまたはその他のマルチチャンネルスピー

カーの場合は （一部のモデルのみ）、 サブウーファーをコンピューターのオーディオライン

出力コネクターに接続し、 左右のスピーカーをサブウーファーに接続します。

ヘッ ドフォンの接続
ヘッ ド フォンは別売です。

お使いのコンピューターには、 前面にヘッ ド フォンコネク ター （黄緑色） があります。

ヘッ ド フォンコネクターには、 ヘッ ド フォンのアイコンが付いています。

ヘッ ド フォンを、 コンピューター背面のオーディオライン出力コネクター （黄緑色） に

接続することもできます。

ヘッ ド フォンを差し込むと、 通常、 スピーカー （およびサブウーファー） のサウンドは

ミ ュート （消音） されます。

マイクの接続
マイクは別売です。

コンピューターの背面にマイクコネクター （ピンク色） があります。 一部のモデルのコンピュー

ターには、 2 つ目のマイクコネクターが前面にあります。

マイクをコンピューターのマイクコネクターに接続します。

録音時の音量の調整またはマイクの選択については、 5 ページの 「マイクの接続」 を参照して く

ださい。

注：スピーカーシステムの電源を入れる時は、先に必ずコンピューター本体の電源を入れて くだ

さい。
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ネッ ト ワークへの接続
ここでは、 有線接続または無線接続によるネッ トワークへの接続について説明します。

有線のイーサネッ トネッ ト ワーク接続のセッ トアップ
コンピューターの背面にあるイーサネッ ト （RJ-45） コネクターは、 ネッ トワークへの高速また

は広帯域の接続を提供します。 このインターフェイスをローカルエリアネッ トワーク （LAN） な

どのネッ トワークに接続した後、 そのネッ トワークを介して、 インターネッ トに接続できます。

1 イーサネッ ト （ネッ トワーク） ケーブルをコンピューター背面のイーサネッ ト （RJ-45） コ

ネクター （A） および、 ネッ トワークルーターや LAN デバイスに接続します。

2 コンピューターの電源を入れた状態で、 イーサネッ ト コネクターの隣のランプ （B） の状態

を確認します。

ACTIVITY ： ネッ トワークデータ転送中に黄色に点灯します。

LINK ： ネッ トワーク接続が有効な場合に緑色に点灯します。

無線ネッ ト ワーク接続のセッ トアップ
（一部のモデルのみ）

コンピューターに付属しているアンテナを使用して、 IEEE 802.11b、802.11g、または 802.11n （一

部のモデルのみ） をサポートする無線ネッ トワークにコンピューターを接続できます。外部アン

テナが提供されている場合、 無線信号の範囲および感度を上げるには、 外部アンテナをネッ ト

ワークカードの無線アンテナコネクターに接続します。

外部アンテナを使用するには、 インターネッ ト接続が可能な既存の無線 LAN が必要です。 詳し

くは、 契約しているインターネッ トサービスプロバイダー （ISP） に問い合わせて ください。

無線 LAN デバイスがコンピューターに適切に取り付けられていることを確認するには、 35 ペー

ジの 「インターネッ トアクセス」 を参照して ください。

無線ネッ トワークのセッ トアップについて詳し く調べるには、 Windows® の [ スタート ] ボタン

→ [ ヘルプとサポート ] の順にクリ ックし、 ヘルプの検索ボックスに 「無線ネッ トワークの

セッ トアップ」 と入力して [Enter] キーを押します。

注 ： お使いのイーサネッ ト コネクターにランプが 1 つしかない場合もあります。

注：無線のパフォーマンスを最大限にするには、 コンピューターの上または周囲に障害物がない

高い位置にアンテナを置いて ください。
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テレビ信号とビデオケーブルの接続

赤外線ブラスターの使用
（一部のモデルのみ）

ケーブルテレビまたは衛星放送テレビのセッ ト ト ップボックスを使用する場合は、リモート コン

ト ロールセンサーケーブル / 赤外線ブラスター （一部のモデルのみ） とコンピューターのコネク

ターを使用して、 コンピューターからセッ ト ト ップボッ クスを制御できます （一部のモデルの

み） 。 ブラスターの一方の端 （1） のテープの紙をはがして、 セッ ト ト ップボックスの赤外線レ

シーバー （2） に貼り付け、 も う一方の端をコンピューターの背面にある赤外線出力 （IR OUT）
コネクター （3） に接続します。 リモコンをコンピューターの前面にあるリモート コン ト ロール

センサーに向けて操作します。

2
1

3

IR INIR OUT

1 2
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外付け赤外線レシーバーの使用
（一部のモデルのみ）

コンピューターの前面にあるリモートセンサーがリモコンの信号を受信できない位置にある場

合は、 外付け赤外線レシーバーを使用して、 その赤外線レシーバーを、 リモコンからの信号を受

信できる位置に配置します。

外付けレシーバーをコンピューター背面の赤外線入力 （IR IN） コネクター （1） に接続します。

赤外線レシーバー （2） を、 リモコンからの信号を受信できる位置に取り付けます。 リモコン

（3） を外付け赤外線レシーバーに向けて操作します。

1

2

3
IR IN
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コンピューターを使用する前に

『クイ ック  セッ トアップ』 に記載されている手順が完了したら、 コンピューターの電源を入れる

ことができます。

コンピューターの電源を入れるには、 以下の手順で操作します。

1 モニターの電源を入れます。

2 コンピューターの電源を入れます。

3 外付けスピーカーがある場合は、 その電源を入れます。

4 画面の説明に沿って操作し、 コンピューターと Microsoft® Windows® 7 をセッ トアップし

ます。

お住まいの国または地域を選択する画面が表示された場合は項目を選択し、 コン

ピューターの準備が終わるまで待ちます。 （別の言語を選択した場合、 1 回の言語セッ

トアップに 30 分程度かかることがあります。）

画面の説明に沿って操作し、 ユーザー登録を行い、 アップデート を申し込み、 オンラ

イン接続します （一部のモデルのみ）。

5 Windows 7 のデスク ト ップが表示されたら、 初回セッ トアップは完了です。

コンピューターで作業を開始する方法については、このセクシ ョ ンの残りのトピックを参照して

ください。

注：初めてコンピューターの電源を入れた後、 初回セッ トアップを完了するまでは、 他のデバイ

スをコンピューターに接続または追加しないで ください。
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コンピューターの電源切断
Windows 7 を使用している時には、 コンピューターの修復を行ったり、 新しいハードウェアや

カードをコンピューターに取り付けたり、バッテリを交換したりするなど安全上の理由がない限

り、 コンピューターの電源を切る必要はありません。

コンピューターのシャッ トダウンの代わりに、 コンピューターをロックしたり、 スリープモード

またはハイバネーシ ョ ンモードにしたりすることができます。電源タイマーを設定すると、自動

的にコンピューターをスリープモードまたはハイバネーシ ョ ンモードに変えることができます。

コンピューターには、 以下の省電力状態があります。

スリープモードでは、ユーザーが速やかに作業に復帰できるように、ユーザーの作

業内容がメモリに保存されます。 メモリの内容がハード ド ライブに保存された後

に、省電力状態に入ります。スリープモードの間、 コンピューター本体のランプは

点灯し続け、コンピューターはすぐにスリープモードを解除し、ユーザーの元の作

業を復帰させる準備ができています。 キーボードにスリープボタンがある場合は、 そのボ

タンを押すだけでスリープモードに入ります。

ハイバネーシ ョ ンモード （詳細な電源設定と して使用できます） では、 システムメモリが

ハードディスク上の一時ファイルに保存され、ハードウェアがオフになります。コンピュー

ターを再びオンにすると、 ユーザーが開いていたプログラム、 フォルダー、 文書が画面に

復元されます。

コンピューターの再起動
コンピューターを再起動すると、 コンピューターが初めから起動しなおされます。 再起動は、 ソ

フ トウェアを使用中に発生する多くの問題を解決できる、 最も簡単かつ効果的な手段です。

また、 ソフ トウェアプログラムまたはハードウェアデバイスをコンピューターに追加した時に、

コンピューターの再起動が必要になることがあります。

コンピューターを再起動するには、 以下の手順で操作します。

1 [ スタート ] ボタンをクリ ックします。

2 [ シャッ ト  ダウン ] の隣の矢印ボタンをクリ ッ クします。

3 [ 再起動 ] をクリ ックします。

または

コンピューター前面または上部にある電源ボタンを短く押します。

インターネッ トへの接続
インターネッ トに接続するには、 以下のことが必要です。

1 高速インターネッ トサービスをインターネッ トサービスプロバイダー （ISP） から購入する。

2 ブロードバンドモデム （DSL またはケーブル） を購入する。 ISP から提供される場合もあり

ます。

3 無線ルーター （別売） が必要な場合は、 購入して設置する。

コンピューターをインターネッ トに接続するには、 ローカルエリアネッ トワーク （LAN） または

デジタル加入者回線 （DSL） を使用します。 接続方法について詳し くは、 インターネッ トサービ

スプロバイダー （ISP） に確認して ください。
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1 ハードウェアの接続については、1 ページの 「コンピューターのセッ トアップ」 を参照して

ください。 以下を参照する必要があります。

ネッ トワーク接続の場合は、 6 ページの 「ネッ トワークへの接続」 を参照して く ださ

い。 無線 LAN デバイスの取り付けを確認するには、 35 ページを参照して く ださい。

2 インターネッ トに接続するには、 以下の手順で操作します。

ISP に申し込みます。ISP のアカウン ト をすでに持っている場合、この手順は省略し、ISP
からの指示に沿って操作して ください。

コンピューターの初回セッ トアップ時にインターネッ トサービスの設定を行わなかっ

た場合は、 [ コン ト ロール パネル ] の [ ネッ トワークとインターネッ ト ] からインター

ネッ トサービスの設定を行います。

a [ スタート ] ボタンをクリ ックします。

b [ コン ト ロール パネル ] をクリ ッ クします。

c [ ネッ ト ワークとインターネッ ト ] をクリ ッ クして、 [ ネッ ト ワークと共有セン

ター ] をクリ ッ クします。

d 左側にある [ 接続またはネッ トワークのセッ トアップ ] をクリ ッ クします。

e 接続の方法を選択します。

f ISP の情報を入力し、 インターネッ トサービスを設定します。

3 ISP のデスク ト ップアイコンをダブルクリ ックし、 ログインします （一部の ISP では操作が

異なります）。

4 インターネッ トに接続します。 ISP を介して接続する必要があります。

ダイヤルアップの場合のみ、 ISP のデスク ト ップアイコンをダブルクリ ックし、 ログイ

ンします。

5 Web ブラウザーを開き、 インターネッ ト を参照します。

任意の Web ブラウザーを使用できますが、 多 くのコンピューターには Microsoft Internet
Explorer がインストールされています。 Internet Explorer を開くには、 以下の手順で操作し

ます。

a [ スタート ] ボタンをクリ ッ クします。

b [ すべてのプログラム ] → [Internet Explorer] の順にクリ ックします。

無線セキュリティ機能の使用

家庭用無線 LAN や既存の公共無線 LAN へのアクセスをセッ トアップする時は、 常にセキュリ

テ ィ機能を有効にして、 ネッ トワークを不正なアクセスから保護して ください。最も一般的なセ

キュリテ ィ レベルは、 WPA パーソナル （Wi-Fi Protected Access Personal） および WEP （Wired
Equivalent Privacy） です。

ネッ トワークをセッ トアップする場合は、 以下に示すセキュリテ ィ対策を 1 つ以上行います。

ルーターで WAP パーソナルまたは WEP セキュリテ ィ暗号化を有効にします。

初期設定されているネッ トワーク名 （SSID） およびパスワードを変更します。

ファイアウォールをセッ トアップします。

Web ブラウザーでセキュリテ ィ設定を行います。

注 ： インターネッ トへの接続に問題がある場合は、 35 ページの 「インターネッ トアクセス」 を

参照して く ださい。
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スピーカーの音量の調整
音量を調整するには、 い くつかの方法があります。 Windows 7 のタスクバーにある音量アイコ

ンを使用して、 スピーカーの音量を設定します。 その後、 以下を使用して音量を調整できます。

キーボードの音量のつまみまたはボタン （一部のモデルのみ）

スピーカーの音量のつまみ （一部のモデルのみ）

スピーカーの音量を設定するには、 タスクバーの音量アイコンを使用して、以下の手順で操作し

ます。

1 タスクバーの [ 音量 ] アイコンを右クリ ックして、[ 音量ミキサーを開く ] をクリ ッ

クします。

[ 音量ミキサー ] の設定ウィンドウが開きます。

2 スライダーをクリ ッ クおよび移動して、 音量を調整します。

3 目的の音量レベルに調整できたら、 右上隅にある [X] をクリ ッ クしてウィンドウを閉じま

す。

オーディオの問題については、 34 ページの 「オーディオおよびスピーカー」 のト ラブルシュー

テ ィ ングの各項目を確認して ください。 詳し くは、 [Windows ヘルプとサポート ] を開くか、 ま

たはサポート Web サイ ト を参照して ください （25 ページの 「詳細情報の参照」 を参照）。

マイクの選択
コンピューターのマイクコネクターは、そのまま使用できるようになっています。複数のマイク

を接続している場合は、 Windows 7 で使用するマイクを選択します。

Windows 7 で使用するマイクを選択するには、 以下の手順で操作します。

1 タスクバーの [ 音量 ] アイコンを右クリ ックして、 [ 録音デバイス ] をクリ ッ クし

ます。 [ サウンド ] ウィ ンドウが開きます。

2 使用するマイクを選択して [ 既定値に設定 ] → [ 適用 ] の順にクリ ックします。

3 [OK] をクリ ックします。

Windows 7 でのマイクの録音レベルの調整

マイクの録音レベルを調整するには、 以下の手順で操作します。

1 タスクバーの [ 音量 ] アイコンを右クリ ックして、 [ 録音デバイス ] をクリ ッ クし

ます。 [ サウンド ] ウィ ンドウが開きます。

2 使用するマイクのコネクターをダブルクリ ックします。

3 [ レベル ] タブをクリ ッ クします。

4 スライダーをクリ ッ クおよび移動して、 マイクの録音レベルを調整します。

5 [OK] をクリ ックし、 も う一度 [OK] をクリ ックします。

注 ： Web カメラまたはオーディオプレーヤーをコンピューターに接続している場合、 Windows
7 では、 そのデバイスからのオーディオ入力がマイク入力として認識される可能性があります。
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コンピューターの保護
以下のものを利用することにより、 コンピューター、 個人用設定、 およびデータをさまざまな危

険から保護します。

パスワード

ウィルス対策ソフ トウェア

ファイアウォールソフ トウェア

重要なセキュリテ ィアップデート

パスワードの使用
パスワードは、 コンピューターの情報を保護するためにユーザーが指定する文字列です。情報へ

のアクセスの制御方法に応じて、 複数のパスワードを設定することができます。 パスワードは、

コンピューターにインストールされた Windows 7 オペレーティングシステムで設定することが

できます。

Windows 7 の複数のセキュリテ ィ機能に同じパスワードを使用できます。 Windows 7 で設定し

たパスワードは、 Windows 7 の画面で入力する必要があります。

Windows 7 のパスワードについて詳し く調べるには、 [ スタート ] ボタン→ [ ヘルプとサポー

ト ] の順にクリ ックし、 [Windows ヘルプとサポート ] のヘルプの検索ボックスに 「パスワード」

と入力して [Enter] キーを押します。 25 ページの 「[Windows ヘルプとサポート ] の使用」 を参照

して ください。

注： セキュリテ ィ機能に抑止効果はありますが、 ソフ トウェアによる攻撃、 コンピューターの盗

難や誤った取り扱いを完全に防ぐものではありません。

コンピューターへの脅威 コンピューターの機能

コンピューターまたはユーザーアカウン ト

の不正な使用

ユーザーパスワード

コンピューターウィルス ウィルス対策プログラム

データへの不正なアクセス ファイアウォールプログラム

Windows 7 アップデート

セッ トアップユーティ リテ ィ、 BIOS 設定、

およびその他のシステム識別情報への不正

なアクセス

管理者パスワード

コンピューターに対する現在または将来の

脅威

Microsoftが提供するWindows 7の重要なセキュ

リテ ィアップデート

注意： コンピューターにアクセスできなくなることを防ぐため、自分で設定したパスワード

は書き留めておいて ください。 パスワードの設定、 変更、 削除を行う とき、 パスワードは表

示されないため、各パスワードをすぐに記録し、他人の目に触れない安全な場所に保管して

お く必要があります。 コンピューター内のファイルにパスワードを保存しないで ください。
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ウィルス対策ソフ トウェアの使用
コンピューターで電子メールやネッ トワークを使用したりインターネッ トにアクセスしたりす

る場合、 コンピューターがコンピューターウィルスの危険にさらされます。 コンピューターウィ

ルスに感染すると、 オペレーテ ィングシステム、 ソフ トウェアプログラム、 ユーテ ィ リテ ィなど

が使用できな く なる場合があります。

ウィルス対策ソフ トウェアを使用すると、既知のウィルスを検出および駆除したり、多くの場合

はウ ィルスの被害にあった箇所を修復したりできます。 新し く 発見されたウ ィルスからコン

ピューターを保護するには、 ウィルス対策ソフ トウェアを最新の状態にしてお く必要がありま

す。

コンピューターにプリインス トールされているウィルス対策プログラムには、ウィルス対策およ

びファイアウォールコンポーネン トが含まれます。 このソフ トウェアの試用期間中は、無料で保

護機能をアップデートできます。試用期間を過ぎた後も新しいウィルスからコンピューターを保

護するには、延長アップデートサービスを購入します。ウィルス対策ソフ トウェアの使用方法と

アップデート方法、および延長アップデートサービスの購入方法については、ウィルス対策プロ

グラム内で確認できます。

コンピューターウィルスについて詳し く調べるには、 [ スタート ] ボタン→ [ ヘルプとサポート ]
の順にクリ ックし、 [Windows ヘルプとサポート ] のヘルプの検索ボックスに 「ウィルス」 と入

力して [Enter] キーを押します。 25 ページの 「[Windows ヘルプとサポート ] の使用」 を参照して

ください。

ファイアウォールソフ トウェアの使用
コンピューターで電子メールやネッ トワークを使用したりインターネッ トにアクセスしたりす

る場合、使用者や使用しているコンピューターの情報を第三者が不正に取得してしまう可能性が

あります。 プライバシを保護するには、 ファイアウォールソフ トウェアを使用します。

Windows 7 には、 ファイアウォールソフ トウェアが含まれています。

コンピューターにプリ インス トールされているウ ィルス対策プログラムにも、 フ ァ イア

ウォールコンポーネン トが含まれています。

ファイアウォールは、 ログ、 レポート、 自動アラームなどの機能を使って、 コンピューターでの

送受信の流れを監視します。

状況によっては、 フ ァ イアウォールはインターネッ トゲームへのアクセスをブロ ッ ク したり、

ネッ トワーク上のプリンターやファイルの共有を妨害したり、承認済みの電子メール添付ファイ

ルをブロックしたりすることがあります。 この問題を一時的に解決するには、 ファイアウォール

を無効にして目的のタスクを実行した後、再びファイアウォールを有効にします。問題を完全に

解決するには、 ファイアウォールを再設定します。
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インターネッ ト コンテンツの制限
インターネッ トは多様な情報を提供していますが、情報によっては全利用者に適していないもの

もあります。 コンテンツアドバイザー （Internet Explorer の機能） を使う と、以下のことを実行で

きます。

パスワードの設定

インターネッ トアクセスの制御

コンピューターを使用するユーザーが表示できない Web サイ ト リス トの作成

コンピューターユーザーが許可を得て表示できるコンテンツと許可な く表示できるコンテ

ンツの種類の調整

コンテンツアドバイザーで規制レベルを設定した場合、 ユーザーは、 承認するよう設定された

Web サイ トおよびその他のページを表示できます。 しかし、規制されていない Web サイ トまた

は Web ページを表示するには、 設定済みのコンテンツアドバイザーのパスワードを入力する必

要があります。 このため、 ユーザーがパスワードを知らない場合、 規制されていないページ （ヘ

ルプとサポートや Internet Explorer であっても） はどれも表示できません。

コンテンツアドバイザーを有効にするには、 以下の手順で操作します。

1 タスクバーにあるスタートボタンをクリ ッ クします。

2 [Internet Explorer] をクリ ックします。

3 [ ツール ] → [ インターネッ ト  オプション ] の順にクリ ックします。

4 [ コンテンツ ] タブをクリ ックします。

5 [ コンテンツ アドバイザー ] 領域で、 [ 有効にする ] をクリ ッ クします。

6 [ 全般 ] タブをクリ ックし、 [ パスワードの作成 ] をクリ ックしてから、 パスワードを入力

します。

7 [OK] をクリ ックし、 も う一度 [OK] をクリ ックします。

規制されていないサイ トまたは承認したページへのアクセスを許可するには、以下の手順で操作

します。

1 Web サイ ト を開きます。

2 パスワードウィンドウが表示されたときに、 [ この Web ページを常に表示する ]、 または

[ 今回のみ表示する ] オプシ ョ ンを選択します。

コンピューターでの Microsoft のソフ トウェア

自動アップデートの設定
Microsoft では、 継続的に Windows 7 オペレーテ ィ ングシステムをアップデート しています。

Windows 7 Update を毎月実行してアップデート をインス トールするか、 または自動更新機能を

使用してオペレーティングシステムを最新の状態に保つようにして く ださい。

インターネッ トに接続している場合、重要なアップデートが利用できるようになると、Windows
7 Update はポップアップメ ッセージまたは通知領域のアイコンを通して自動的にユーザーに通

知します。 Windows 7 Update のメ ッセージが表示されたら、 アップデート をシステムにダウン

ロードすることを許可します。 毎週または毎月、 システムを更新している場合、 ダウンロードに

かかる時間はわずかです。
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重要なセキュ リティアップデートのインストール

オペレーティングシステムおよびその他のソフ トウェアの追加アップデートが、コンピューター

の出荷後にリ リースされている可能性があります。 利用可能なすべてのアップデート をダウン

ロード し、 コンピューターにインス トールします。

ユーザーアカウン トの設定
複数のユーザーとコンピューターを共有する場合、各コンピューターユーザーのユーザーアカウ

ン ト を設定できます。 Windows 7 は、 ユーザーアカウン トの情報を使用して、 そのコンピュー

ターユーザーがアクセスできるファイルやフォルダー、どんな場合にコンピューターに変更を加

えることができるか、 および個人設定を判別します。 各ユーザーは、 自分のファイルおよび設定

にのみアクセスできます。

詳し くは、 [ スタート ] ボタン→ [ ヘルプとサポート ] の順にクリ ックし、 [Windows ヘルプとサ

ポート ] のヘルプの検索ボックスに 「ユーザーアカウン ト」 と入力して [Enter] キーを押します。

25 ページの 「[Windows ヘルプとサポート ] の使用」 を参照して ください。

ソフ トウェアおよびハードウェアデバイスを
追加するときのガイ ドライン
コンピューターをセッ トアップし、初回セッ トアップを完了した後、 ソフ トウェアプログラムま

たはハードウェアデバイスを追加することもできます。以下の重要なガイド ラインをお読みくだ

さい。

追加する前に、Microsoftの [ システム復元 ] プログラムを使って復元ポイン ト を作成します。

復元ポイン トは、 コンピューター設定のスナップシ ョ ッ トです。 [ システムの復元 ] を利用

することにより、 安定した設定を確保できていることになります。

コンピューターに対応しているソフ トウェアの選択 ： 新しいソフ トウェアが対応している

オペレーティ ングシステム、 メモリ、 その他の要件を確認します。

ソフ トウェアの製造販売元が提供している説明に沿って操作し、 新しいソフ トウェアをイ

ンス トールします。 解決できない点がある場合は、 製造販売元の説明書またはサポート窓

口で確認して ください。

ウィルス対策ソフ トウェアの場合は、 既存のソフ トウェアプログラムをアンインス トール

した後、 再インス トールまたは新しいウィルス対策ソフ トウェアのインス トールを実行し

ます。

注意：お使いのコンピューターをセキュリティの侵害やコンピューターウィルスから保護す

るため、 通知を受け取った時点で速やかに Microsoft 社が提供する重要なアップデートを

すべてインストールして ください。

注： ライセンスのあるオリジナルのソフ トウェアのみを使用して ください。不正にコピーされた

ソフ トウェアをインス トールすることは違法行為であり、不安定な動作またはコンピューターの

ウィルス感染を招く危険性があります。
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古いコンピューターから新しいコンピューターへの
ファイルおよび設定の転送
CD、 DVD、 メモリステ ィ ッ ク、 パーソナル ・ メディア ・ ド ライブなどのメディアを使用するか、

または Windows® 転送ツールケーブルを使用して、 古いコンピューターから新しいコンピュー

ターにファイルをコピーすることができます。 ファイルの転送、 および Web ブラウザーのお気

に入りやアドレス帳などの特定の設定のコピーを行うには、Windows 7に含まれているWindows
転送ツールソフ トウェアを使用します。

Windows 転送ツールソフ トウェアでは、 ファイルおよび設定を、 記憶装置にコピーするか、 ま

たは新しいコンピューターに接続された転送ツールケーブルを介してコピーすることができま

す。転送ツールケーブルは、2 台のコンピューターを接続して、Windows 転送ツールソフ トウェ

アとともに使用するために特別に設計された USB ケーブルです。（このケーブルは別売です。）標

準の USB ケーブルは使用できません。

ファイルおよび設定を転送するには、 以下の手順で操作します。

1 [ スタート ] ボタンをクリ ックします。

2 [ 検索の開始 ] ボックスに 「Windows 転送ツール」 と入力して [Windows 転送ツール ] を
クリ ックします。

3 Windows 転送ツールウィザードの画面の説明に沿って操作し、 古いコンピューターから新

しいコンピューターにファイルを転送します。

詳し く調べるには、 タスクバーにある [ スタート ] ボタン→ [ ヘルプとサポート ] の順にクリ ッ

クし、 [Windows ヘルプとサポート ] のヘルプの検索ボックスに 「ファイルの移動」 と入力して

[Enter] キーを押します。25 ページの「[Windows ヘルプとサポート ] の使用」を参照して く ださい。
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コンピューター固有の機能

メモリカード リーダーの使用
（一部のモデルのみ）

お使いのコンピューターによっては、 マルチフォーマッ ト対応のメモリカード リーダー （一部の

モデルのみ） が装備されている場合があります。デジタルカメ ラおよびその他のデジタル画像デ

バイスは、 デジタル画像ファイルの保存にメモリカードまたはメディアを使用します。 メモリ

カード リーダーは、さまざまな種類のメモリカードおよび IBM Microdrive に読み書きすることが

できます。

カード リーダーには、 コンピューター前面から直接アクセスできます。 カード リーダーに

は、 メディアを収容する 2 個または 4 個の横向きのカードスロッ トがあります。

1 つ以上のカードスロッ トにメディアを挿入し、各メディアを個別に使用することができま

す。 各スロッ トには、 一度に 1 つのメディアのみ取り付けられます。

各カードスロッ トには、 固有のド ライブ文字とアイコンがあります。 メディアを挿入する

と、 表示される名前がメディアのタイ トルに変わる可能性があります （タイ トルが使用可

能な場合）。

メディアを挿入すると、[ハードウェアの安全な取り外し ]ウィ ンドウが表示される可能性が

あります。 このウィ ン ドウが表示された場合、 または、 間違えてこのウィ ンドウを開いて

しまった場合は、 [ 閉じる ] をクリ ッ クします。

注意 ： USB 大容量記憶装置が選択された状態では、 [ ハードウェアの安全な取り外し ] ウィ

ンドウで [ 停止 ] をク リ ックしないで ください。これを実行した場合、メモリカード リーダー

がオペレーティングシステムから認識されなくなり、 メモリカード リーダーを再び表示する

ためにコンピューターを再起動する必要が生じます。
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メモリカード リーダー

※カード リーダーの形状や動作ランプの位置はモデルにより異なります。

動作ランプ （A） が点滅している場合は、 コンピューターがメモリカードにアクセスして読み取

りまたは書き込みを行っていることを示します。

メモリカード リーダーを使用するには、 以下の手順で操作します。

1 メディアをカードスロッ トに完全に挿入します。

メモリカード リーダーの動作ランプ （A） が点灯し、 コンピューターが自動的にメディアを

検出します。

2 ファイルにアクセスするプログラムを選択します。メディアにファイルをコピーしたり、メ

ディアからファイルをコピーしたりすることができます。

または

[ 自動再生 ] ウィンドウが開かない場合、 タスクバーにある [ スタート ] ボタン→ [ コン

ピューター ] の順にクリ ックしてから、 [ メモリ  カード ] アイコンをダブルクリ ックし、 メ

ディア上のファイルを表示します。メディアにファイルをコピーしたり、メディアからファ

イルをコピーしたりすることができます。

3 終了後、 ド ライブアイコンを右クリ ックして [ 取り出し ] をクリ ッ クし、 メモリカード リー

ダーの動作ランプが点滅ではな く点灯または消灯していることを確認してから、 メディア

を取り出します。

注 ： メディアを正し く挿入する必要があります。 メディアの角が切れている方向に注意し

て ください。 詳し くは、 [Windows ヘルプとサポート ] を開くか、 またはサポート Web サ

イ ト を参照して ください （25 ページの 「詳細情報の参照」 を参照）。 また、 以下の点にも

注意して ください。

CompactFlash および Microdrive メディアは、誤った方向で挿入できない形になってい

ます。 このメディアの端子側をスロッ トに向けて挿入します。

CF Ultra/III などの一部のメモリカードは、 コンピューターに付属のメモリカード リー

ダーに対応していません。

メモリカード リーダーでSmartMediaとxDメディアを同時に使用しないで ください。最

初に挿入されたメディアだけがリーダーに認識されます。

注意：動作ランプの点滅時にメディアを取り出さないで ください。 これを行う と、 データが

失われる可能性があります。

A



コンピューター固有の機能 21

HP パーソナル ・ メディア ・ ドライブおよび

HP ポケッ ト ・ メディア ・ ドライブの使用

HP パーソナル・ メディア ・ ド ライブおよび HP ポケッ ト ・ メディア ・ ド ライブ （HP Media Drive）
は、 内部または外部の USB ハードディスク ド ライブと して使用できます。 これらは、 迅速およ

び容易にスト レージ容量を増大し、 デジタル写真、 音楽、 ビデオ、 およびその他の重要なファイ

ルを転送できるように設計されています。HP Media Drive を使用して、 コンピューターのその他

のドライブをバックアップすることもできます。

HP Media Drive は、 以下のことができるように設計されています。

USB ポートがあるコンピューターと連携する。

デジタルカメラ、デジタルビデオカメラ、および MP3 プレーヤーからの大きなメディアファ

イルや個人用のファイルを格納する。

コンピューター間で、 迅速にファイルを転送する。

メディアファイルを再生する。

ファイルをバックアップする。 システムのバックアップを実行し、 データのセキュリテ ィ

を向上します。

Windows Media Center での HP Media Drive の使用について詳し くは、HP サポート Web サイ ト

http://www.hp.com/support/ にある説明書を参照して ください。

注： HP パーソナル・ メディア ・ ド ライブおよび HP ポケッ ト ・ メディア ・ ド ライブベイは、 一部

のモデルにのみ付属しています。 ド ライブは 2 つとも別売です。

http://www.hp.com/support/
http://www.hp.com/support/
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ドライブの接続
HP Media Drive は、 USB ケーブルを使用して接続された外部ド ライブとして、 ほとんどのコン

ピューターとの接続が可能で、 さらに、 専用内蔵ベイをもつ HP コンピューターに挿入すること

もできます。 これらのコンピューターには、 内部の USB コネクターを使用してド ライブに接続

するド ライブベイが装備されています。 ド ライブは、 コンピューターの電源を切らずに、 容易に

ハードディスク ド ライブベイに挿入したり、 そこから取り出したりできます。 これは、 ウォーム

スワップとも呼ばれます。

ド ライブは、 アクテ ィブな USB ポートに差し込まれると、 電源が入ります。 ド ライブを接続し

た状態でコンピューターの電源を入れると、 自動的にド ライブの電源が入ります。 ド ライブの

USB ケーブルが差し込まれていないか、 または、 コンピューターからの USB 電源が入っていな

い場合、 ド ライブの電源は自動的に切れます。 コンピューターがスリープモード （省電力状態）

のときは、 ド ライブの電源は入ったままになっています。

縦向きの CD/DVD ドライブの使用

（一部のモデルのみ）

お使いのコンピューターによっては、オプテ ィ カルドライブが縦向きに取り付けられている場合

があります。 ド ライブのドアの上または近くにある取り出しボタン （A） を押して CD/DVD ト レ

イを開きます。 標準サイズのディスクを、 ラベル面を外側にしてト レイに置き、 ト レイの前面を

押してト レイを閉じます。 （ボタンの位置、 形状はモデルによって異なります。）

警告： HP Media Drive をベイに挿入した状態、 または、 コンピューターの USB ポートに

接続した状態でコンピューターを移動しないで ください。 ドライブに損傷を与えたり、 デー

タが失われたりする可能性があります。

A
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LightScribe テク ノロジーの使用

（一部のモデルのみ）

LightScribe とは

LightScribe は、 特殊なディスク ド ライブ、 特殊なメディア （書き込み可能な LightScribe CD また

は DVD）、 およびラベル作成ソフ トウェアを使用して、 ディスクに直接ラベルを書き込むことの

できる革新的なテク ノロジーです。 LightScribe 対応の CD または DVD ド ライブでは、 ド ライブ内

でレーザーを使用して、ディスクのラベル面の薄い塗料の層にラベルを書き込みます。 インクが

しみてきたり紙がめくれ上がったりすることも、 接着剤がはがれることもありません。

LightScribe の要件

LightScribe でラベルを書き込むには、 以下の 3 つが必要です。

LightScribe 対応のオプテ ィ カルドライブ （一部のモデルのみ）。 LightScribe の

ロゴが付いています。

LightScribe 対応のラベリングソフ トウェア

書き込み可能な LightScribe ディスク （別売）

CyberLink LabelPrint による LightScribe ラベルの作成

ディスクへのデータ、音楽および動画の書き込みは、 ラベルを書き込む前でも後でもかまいませ

ん。

LightScribe ラベルの作成について調べるには、 以下の操作を行います。

1 [ スタート ] ボタン→ [ ヘルプとサポート ] の順にクリ ックします。

2 [Windows ヘルプとサポート ] のヘルプの検索ボックスに 「LightScribe」 と入力して [Enter]
キーを押します。
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リモコンの使用
（一部のモデルのみ）

リモコンを使用して、 Windows Media Center を開き、 テレビ放送を見たり、 テレビ番組の録画

や再生を行ったり、 音楽、 映画、 動画を再生したりできます。

Windows Media Center を開 く には、 リモコンをコンピューターの前面にあるリモート コン ト

ロールセンサーに向けて、リモコンの Windows Media Center の [ スタート ] ボタンを押します。

リモコンを使用するには、 リモコンをリモートセンサーに向けて操作します。 リモコンとセン

サーが 8 m 以上離れると、 リモコン操作は機能しません。 リモコンを向ける角度がリモートセン

サーの中心から 22.5° （合計 45°） の範囲を超えると、 リモコン操作は機能しません。

注 ： リモコンには必ずアルカリ電池を使用して ください。

注 ： 明るい光がセンサーに直接当たっていると、 リモコン操作の妨げになる場合があります。

IR IN

または
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詳細情報の参照

[Windows ヘルプとサポート ] の使用

（一部のモデルのみ）

お使いのコンピューターに関する情報は、 [Windows ヘルプとサポート ] で参照できます。 ここ

で、 最新のドライバーへのリンクや、 サポート窓口のアクセス、 一般的な質問に関する情報の検

索が可能です。

[Windows ヘルプとサポート ] を開くには、 以下の手順で操作します。

キーボードのヘルプボタン （疑問符マークが付いています） を押します （一部のモデルの

み）。

または

[ スタート ] ボタン→ [ ヘルプとサポート ] の順にクリ ックします。

サポート Web サイ トへのアクセス

お使いのコンピューターに関する情報を検索するには、 インターネッ ト を使用して、 『サポート

ガイ ド』 に記載されているサポート Web サイ トのアドレスにアクセスするか、 または以下の手

順で操作します。

1 Web ブラウザーで http://www.hp.com/support/ に移動します。

2 お住まいの国または地域、 および言語を選択します。

3 [ サポート＆問題解決情報を表示する ] にチェ ックを入れます。

4 お使いのコンピューターのモデル番号を入力して、 [ 検索開始 ] をクリ ックします。表示

する項目をクリ ックします。

Web での製品マニュアルの検索

インターネッ ト を使用してサポート Web サイ トにアクセスし、 お使いのコンピューターの製品

マニュアルを検索できます。

1 前の作業の手順に沿って、 サポート Web サイ トに移動し、 モデル番号を検索します。

2 [ 製品マニュアル ] をクリ ックします。

3 希望するマニュアルを見つけて、 次のどちらかを行います。

タイ トルをクリ ッ クして、 Adobe® Reader® でファイルを表示します （お使いのコン

ピューターにインストールされていない場合は、 [ マニュアルライブラリ ] ページから

ダウンロード可能です）。

または

タイ トルを右クリ ックして[対象をファイルに保存]をクリ ッ クし、ファイルを保存する

場所を指定し、 ファイルの名前を指定して （.pdf の拡張子はそのまま） [ 保存 ] をク

リ ッ クします。

http://www.hp.com/support/
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画面での製品マニュアルの表示
（一部のモデルのみ）

[ ユーザ ガイド ] フォルダーから、 お使いのコンピューターの製品マニュアルを表示できます。

1 [ スタート ] ボタンをクリ ックします。

2 [ すべてのプログラム ] をクリ ックします。

3 [ ユーザ ガイド ] をクリ ッ クします。

表示または使用する項目をクリ ックします。

[PC ヘルプとツール ] フォルダーの使用

[PC ヘルプとツール ] フォルダーには、 サポート情報やプログラムなど、 コンピューターの使用

に役立つものが含まれています。

[PC ヘルプとツール ] フォルダーを参照するには、 以下の手順で操作します。

1 [ スタート ] ボタンをクリ ックします。

2 [ すべてのプログラム ] をクリ ックします。

3 [PC ヘルプとツール ] をクリ ッ クします。

安全で快適なコンピューターの利用

コンピューターを使い始める前に、作業を快適に効率よ く行えるようにコンピューターおよび作

業環境を整えて く ださい。重要な人間工学的情報については、 『快適に使用していただ く ために』

を参照して ください。

[スタート ]ボタン→[すべてのプログラム]→[ユーザ ガイド ]→[快適に使用していただ くた
めに ] の順に選択します。

または

Web ブラウザーのアドレスボックスに、

http://www.hp.com/ergo/
と入力し、 キーボードの [Enter] キーを押して、 表示される画面で [ 日本語 ] を選択します。

注： フォルダーにマニュアルのタイ トルがない場合、お使いのコンピューターは製品マニュアル

がインス トールされていないモデルです。

警告：操作する人の健康を損なわないようにするため、『快適に使用していただ くために』 を

お読みください。 正しい作業環境の整え方や、 作業をする際の正しい姿勢、 および健康上 /
作業場の習慣について説明しています。 また、 重要な電気的 / 物理的安全基準についての情

報も提供しています。

http://www.hp.com/ergo/
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ト ラブルシューティングおよびメンテナンス

このセクシ ョ ンの内容は以下のとおりです。

ト ラブルシューテ ィ ングの一覧 ： 以下の 「コンピューターに関する ト ラブルの解決方法」

ソフ トウェアの修復に関する情報：44 ページの「ソフ トウェアのト ラブルシューテ ィング」

メンテナンスに関する情報およびガイド ライン ： 47 ページの 「メンテナンス」

詳し くは、 25 ページの 「詳細情報の参照」 に従って [Windows ヘルプとサポート ] を参照する

か、 またはサポート Web サイ トにアクセスして ください。

モニターやプリンターなどの周辺機器に固有の問題については、製品の製造販売元が提供する説

明書を参照して く ださい。

コンピューターに関する ト ラブルの解決方法
以下の一覧に、 コンピューターの設置、 起動、 または使用時に発生する可能性がある ト ラブルを

示します。 各一覧には、 ユーザーが試すことができる解決方法も記載されています。

ト ラブルシューテ ィングの一覧は、 以下の順に記載されています。

28 ページの 「コンピューターが起動しない」

29 ページの 「電源」

30 ページの 「ディスプレイ （モニター）」

30 ページの 「キーボードおよびマウス （有線）」

32 ページの 「無線キーボードおよびマウス」

34 ページの 「オーディオおよびスピーカー」

35 ページの 「インターネッ トアクセス」

36 ページの 「CD ド ライブおよび DVD ド ライブ」

39 ページの 「ビデオ」

40 ページの 「ハードウェアの取り付け」

41 ページの 「パフォーマンス」

42 ページの 「無線デバイス」

43 ページの 「リモコン」

43 ページの 「メモリカード リーダー」



28 コンピューターの準備 （機能はモデルにより異なります）

コンピューターが起動しない

ト ラブル 解決方法

コンピューターの電源が

入らない、 または起動し

ない

コンピューターを外部電源に接続しているケーブルが、 正し く差

し込まれていることを確認します

コンピューターを外部電源に接続しているケーブルが正し く差し

込まれていて、 電源コンセン トが機能している場合、 コンピュー

ター背面にある電源装置のランプが緑色に点灯します。 ランプが

点灯しない場合は、 『サポート  ガイ ド』 を参照してサポート窓口

にお問い合わせください

ディスプレイ （モニター） に何も表示されない場合は、 モニター

が正し く 接続されていない可能性があります。 モニターコネク

ターをコンピューターに接続してしっかり と差し込み、 電源を入

れます。 30 ページの 「ディスプレイ （モニター）」 を参照して く

ださい

線間電圧の選択スイッチを、 お住まいの国 / 地域に合わせて適切

に設定します。 または、 『サポート  ガイ ド』 を参照してサポート

窓口にお問い合わせく ださい

電源コンセン トに別の電気装置を接続して、 コンセン トが正し く

機能しているかテスト します

コンピューターがロック

され応答していないよう

に見える

Windows の [ タスク  マネージャー ] で応答していないすべてのプ

ログラムを閉じるか、 またはコンピューターを再起動します

1 キーボードの、 [Ctrl]、 [Alt]、 および [Delete] キーを同時に押

します

2 [ タスク マネージャーの起動 ] をクリ ックします

3 応答していないプログラムを選択して [ タスクの終了 ] をク

リ ックします

プログラムを終了しても解決しない場合は、 以下の手順でコン

ピューターを再起動します

1 キーボードの、 [Ctrl]、 [Alt]、 および [Delete] キーを同時に押

します

2 赤い [ シャッ トダウン ] ボタンの隣の矢印ボタン→ [再起動 ]
の順にクリ ックします

または

1 電源ボタンを 5 秒以上押したままにして、コンピューターの

電源を切ります

2 電源ボタンを押してコンピューターを起動します

ハード ド ライブのエラー

メ ッセージが表示される

『サポート  ガイ ド』 を参照してサポート窓口にお問い合わせく だ

さい
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電源

ト ラブル 解決方法

無効なシステムデ ィ ス

ク、非システムディスク、

またはディスクエラーに

関するメ ッセージが表示

される

ド ライブの動作が停止したら、 ディスクを取り出し、 キーボード

のスペースキーを押します。これで、コンピューターが起動します

電源ボタンを押してもコ

ンピューターの電源が切

れない

コンピューターの電源が切れるまで、 電源ボタンを押したままに

します

電源設定を確認します

コンピューターが自動的

にシャ ッ トダウンする

コンピューターが過熱している可能性があります。 室温と同じ く

らいになるまでコンピューターを冷却します

コンピューターの通気が遮られておらず、 内部ファンが動作して

いることを確認します。 コンピューターによっては、 内部ファン

がない場合もあります

49 ページの 「コンピューターの通気孔のクリーニング」 を参照し

て ください



30 コンピューターの準備 （機能はモデルにより異なります）

ディスプレイ （モニター）

ト ラブル

解決方法 （ここに示されている情報の他に、 お使いのモニターに

付属の説明書も参照して ください）

画面に何も表示されず、

モニターの電源ランプが

点灯しない

モニター背面にある電源プラグと電源コンセン ト を接続しなおし

ます

モニターの前面にある電源ボタンを押します

画面に何も表示されない キーボードのスペースキーを押すか、 マウスを動かして、 画面が

再度表示されるようにします

スリープボタン （一部のモデルのみ） またはキーボードの [Esc]
キーを押して、 スリープモードから復帰します

電源ボタンを押し、 コンピューターの電源を入れます

モニターのビデオコネクターに曲がっているピンがないかどうか

をチェ ックします

曲がっているピンがある場合は、モニターコネクターケーブ

ルを交換します

曲がっているピンがない場合は、モニターコネクターケーブ

ルをコンピューターに接続しなおします

画面上の画像が大きすぎ

る / 小さすぎる、 または

ぼやけている

Windows 7 でモニターの解像度設定を調整します

1 [ スタート ] ボタン→ [ コン ト ロール パネル ] の順にクリ ッ

クします

2 [ デスク ト ップのカスタマイズ ] で [ 画面の解像度の調整 ] を
クリ ッ クします

3 解像度を必要に応じて調整し、 [ 適用 ] をクリ ッ クします

キーボードおよびマウス （有線）

ト ラブル 解決方法

キーボードのコマンドお

よ び 入 力 操 作 が コ ン

ピューターに認識されな

い

マウスを使用してコンピューターの電源を切り、 キーボードの

ケーブルをコンピューターの背面から抜き、接続しなおしてから、

コンピューターの電源を入れます

有線マウスが動作し な

い、 または検出されない

マウスケーブルをコンピューターから抜き、 接続しなおします

それでもマウスが検出されない場合は、 コンピューターの電源を

切り、 マウスケーブルを抜き、 接続しなおしてから、 コンピュー

ターを起動しなおします
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カーソルがマウスの動き

に反応しない
キーボードを使用してコンピューターを再起動します

1 キーボードの [Alt] および [Tab] キーを同時に押し、開いてい

るプログラムに移動します

2 キーボードの [Ctrl] および [S] キーを同時に押し、 表示され

ているプログラムで行った変更を保存します （ほとんど （す

べてではありません） のプログラムで、 [Ctrl] ＋ [S] は、 保存

を行うためのキーボードシ ョート カッ トです）

3 開いているすべてのプログラムで、手順 1 ～ 2 を繰り返して

変更を保存します

4 開いているすべてのプログラムで変更を保存したら、 キー

ボードの [Ctrl] および [Esc] キーを同時に押して、Windows の
[ スタート ] メニューを表示します

5 矢印キーを使用して [ シャッ トダウン ] ボタンの隣の矢印ボ

タンを選択します。 [ シャッ ト  ダウン ] を選択してキーボー

ドの [Enter] キーを押します

6 シャ ッ ト ダウンが完了したら、 マウスコネク ターを コ ン

ピューターの背面から抜き、 接続し なおし てから、 コ ン

ピューターの電源を入れます

カーソルの反応が遅い、

垂直方向または水平方向

にしか移動しない、 また

は滑らかに移動しない

オプテ ィ カルマウスをクリーニングします。マウス底面の光

センサーのレンズを、毛羽立たない柔らかい布で軽く拭きま

す （紙は使わないで ください）

マウスパッ ド、白い紙、 または反射の少ない面の上でマウス

を使用します

テンキーの矢印キーを使

用してカーソルを移動で

きない

キーボードの [Num Lock] キーを押して Num Lock ランプを消灯さ

せます。テンキーの矢印キーを使用する場合は、Num Lock ランプ

が消えている状態にします

キーボードおよびマウス （有線） （続き）

ト ラブル 解決方法



32 コンピューターの準備 （機能はモデルにより異なります）

無線キーボードおよびマウス

ト ラブル 解決方法

無線キーボードやマウス

が動作しない、 または検

出されない

以下のことを確認します

無線キーボードまたは無線マウスをレシーバーの受信範囲

内で使用していることを確認します。受信範囲は、通常の使

用時は約10 m、初回セッ トアップ時または再同期時は30 cm
以内です

キーボードおよびマウスの電池を交換します。デバイスを裏

返し、 マウスの電源をオフにしてから、バッテリカバーを取

り外して古い電池を取り出し、新しいアルカリ電池を挿入し

てバッテリカバーを取り付けなおし、マウスの電源をオンに

します

注 ： 充電式電池は使用しないで ください

マウスがサスペン ドモードに入っていないこ とを確認しま

す。 サスペンドモードは、 20 分間操作が行われないと実行

されます。 マウスを再度有効にするには、 マウスの左ボタン

をクリ ッ クします

無線キーボードやマウス

が動作しない、 または検

出されない

（続き）

キーボードおよびマウスとレシーバーとを再同期します

以下の図に示されているレシーバー、無線キーボード、 およ

び無線マウスは一例であり、お使いのモデルによって異なる

場合があります

重要：以下の手順では、無線キーボードおよび無線マウスは、

レシーバーと同じ高さで、レシーバーから 30 cm 以内で、他

のデバイスから干渉を受けない位置に配置します

1 コンピューターの USB コネクターからレシーバーを抜いて、

接続しなおします。 コンピューターモデルによっては、 レ

シーバー専用のコネクターがある場合があります。可能な場

合は、 コンピューター前面の USB コネクターを使用します

2 レシーバーにランプまたは Connect （接続） ボタン （ランプ

と しても機能します） がある場合があります。 レシーバーに

Connect ボタン （A） がない場合は、 この手順は省略します

ラ ンプが点滅し始めるま

で、 レシーバーの Connect
ボタン （A、 ランプと して

も機能します） を 5 ～ 10
秒程度押したままにし ま

す

A
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無線キーボードやマウス

が動作しない、 または検

出されない

（続き）

3 マウスの底面で、 電源スイッチ （B） が On になっているこ

とを確認し、 Connect ボタン （C） を、 レシーバーのランプ

（A） が点灯するまで、 または点滅しな く なるまで、 5 ～ 10
秒程度押したままにします

注：レシーバーの接続セッ

シ ョ ンは 60 秒でタイムア

ウト します。接続が確立さ

れており、レシーバーがタ

イムアウ ト していないこ

とを確認するには、マウス

を動かして画面上での反

応を見ます

4 マウスの接続が確立された後、キーボードの接続も確立する

場合は、 以下の手順に進みます

5 お使いのレシーバーに Connect ボタン （A） がない場合は、

この手順は省略します

レシーバーの Connect ボタン （A） を、 ランプが点滅し始め

るまで 5 ～ 10 秒程度押したままにします

6 キーボードの裏面の Connect ボタン （D） を、 レシーバーの

ランプ （A） が点灯するまで、 または点滅しな く なるまで、

5 ～ 10 秒程度押したままにします

無線キーボードおよびマウス （続き）

ト ラブル 解決方法

Off

On

Connect

B
C

D



34 コンピューターの準備 （機能はモデルにより異なります）

オーディオおよびスピーカー

ト ラブル 解決方法

音が出ない グラフ ィ ッ クスカードの HDMI コネクター （一部のモデルのみ）

を使用してディスプレイ （モニター） をコンピューターに接続す

る場合、 コンピューターの初回セッ トアップ時にサウンドを聴く

には、 アナログスピーカーもコンピューターのオーディオライン

出力コネクターに接続する必要があります

アナログスピーカーの接続方法については、 『ク イ ッ ク  セッ ト

アップ』 を参照して く ださい

キーボードのミ ュートボタンを押して、 ミ ュート （消音） 機能が

有効になっているかどうかを確認します

または

1 タスクバーの [ 音量 ] アイコンを右クリ ックして、

[ 音量ミキサーを開く ] をクリ ックします

[ 音量ミキサー ] の設定ウィンドウが開きます

2 プログラムが消音されている場合は、 [ ミ ュート ] ボタンを

クリ ッ クして音量を元に戻します

モニターの内蔵スピーカーを使用している場合は、 モニターのフ

ロン トパネルの音量ボタンを使用して音量を調節します。 フロン

トパネルのボタンを使用してオンスクリーンディスプレイ（OSD）
メニューを表示し、 オーディオが有効になっていること と、 音量

が適切に設定されていることを確認します

音量を上げるには、 タスクバーの [ 音量 ] アイコンをクリ ッ クす

るか、 またはキーボードのボタン類を使用します。 ソフ トウェア

プログラムで音量設定を確認します

電源付き （アクテ ィブ） スピーカーが接続されていて、 その電源

がオンになっていることを確認します

コンピューターの電源を切り、 スピーカーのケーブルを抜いて、

接続しなおします。 スピーカーがライン入力コネクターやヘッ ド

フォンコネクターではな く、 オーディオコネクターに接続されて

いることを確認します

スリープモードから復帰させるには、 スリープボタン （一部のモ

デルのみ） を押すか、 またはキーボードの [Esc] キーを押します

ヘッ ド フォンがコンピューター （またはスピーカーシステム） に

接続されている場合は、 取り外します
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音量が異常に小さい、 ま

たは十分でない

スピーカーがコンピューター背面のライン出力コネクター （黄緑

色） に接続されているこ とを確認します。 （マルチチャンネルス

ピーカーの場合は、 追加のオーディオコネクターが使用されてい

ます。） 電源供給機能のないスピーカー （電池や専用の電源コード

など専用の電源がないスピーカー） を使用すると十分な音量が出

ません。 電源供給機能のないスピーカーを、 電源供給機能付きの

スピーカーに交換します

インターネッ トアクセス

ト ラブル 解決方法

インターネッ トに接続で

きない

ご利用の ISP にお問い合わせください

ご利用のインターネッ ト接続の種類に適したケーブルを使用して

いることを確認します。お使いのコンピューターには、イーサネッ

トネッ トワークアダプター （ネッ トワークインターフ ェイスカー

ドまたは NIC （LAN ボード） とも呼ばれる） が搭載されている場

合があります。 ネッ トワークアダプターはネッ トワークケーブル

を使用してローカルエリアネッ トワーク （LAN） に接続されます。

電話回線をネッ トワークアダプターに接続しないで く ださい。 ま

た、 ネッ トワークケーブルを電話線に接続しないで く ださい。 接

続すると、 ネッ トワークアダプターが破損する可能性があります

インターネッ トへの接続について詳し くは、 [Windows ヘルプと

サポート ] を参照して ください （25 ページの 「[Windows ヘルプ

とサポート ] の使用」 を参照）

無線ネッ トワークの接続ウィザードを実行します

1 [ スタート ] ボタン→ [ コン ト ロール パネル ] の順にクリ ッ

クします

2 [ ネッ ト ワークとインターネッ ト ] → [ ネッ ト ワークと共有

センター ] の順にクリ ックします

3 [ ネッ トワークと共有センター ] ウィンドウで、 [ 接続または

ネッ ト ワークのセッ トアップ ] をクリ ックしてウィザードを

開きます

4 画面の説明に沿って操作します

オーディオおよびスピーカー （続き）

ト ラブル 解決方法
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インターネッ トに接続で

きない （続き）

[ デバイス マネージャー ] を使用して、 内蔵無線 LAN デバイスが

コンピューターに正し く装備されていることを確認します

1 [ スタート ] ボタンをクリ ッ クします

2 [ 検索の開始 ] ボックスに 「デバイス マネージャー」 と入力

して [ デバイス マネージャー ] をクリ ッ クします

3 [ ネッ ト ワーク アダプター ] をクリ ッ クします。 お使いの無

線 LAN デバイスが一覧に表示されます。 無線 LAN デバイス

の名前には wireless、wireless LAN、802.11 などの用語が含ま

れている可能性があります

4 [ スタート ] ボタンをクリ ッ クします

5 [ 検索の開始 ] ボックスに 「ネッ トワークと共有センター」 と

入力し、 [ ネッ ト ワークと共有センター ] をクリ ッ クして

[ ネッ トワークと共有センター ] ウィンドウを開きます

6 [ ネッ ト ワークに接続 ] をクリ ックし、 画面の説明に沿って

操作します

お使いのシステムにアンテナが外付けされている場合は、 アンテ

ナを動かしてみます。 アンテナが内蔵されている場合は、 コン

ピューター本体を動かしてみます

後でも う一度接続してみるか、 またはご利用の ISP に問い合わせ

ます

インターネッ ト プログラ

ムが自動的に起動しない

ご利用の ISP にログインしてから、 必要なプログラムを起動して

みます

CD ドライブおよび DVD ドライブ

ト ラブル 解決方法

CD ド ライブまたは DVD
ド ライブがディスクを読

み込まない、 または起動

に時間がかかる

ディスクが、 ラベルの面を外側にして ト レイの中心に置かれてい

ることを確認します

ドライブがメディアの種類を判断するまで、 少な く とも 30 秒待

ちます

ディスククリーニングキッ ト を使用してディスクをクリーニング

します。 このキッ トは、 一般のコンピューター製品販売店で入手

できます

ドライバーが破損しているか、古く なっている可能性があります。

ド ライバーの復元または更新について詳し くは、44 ページの 「ド

ライバーの更新」 を参照して ください

インターネッ トアクセス （続き）

ト ラブル 解決方法
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CD または DVD を取り出

せない

コンピューターの電源を入れ、 ド ライブの近くにある取り出しボ

タンを押して、 ト レイを開きます

取り出しボタンそのものに問題がある可能性がある場合は、 以下

の手順で操作します

1 [スタート ]ボタン→[コンピューター]の順にクリ ックします

2 開きたい CD ド ライブまたは DVD ド ライブを右クリ ックし

ます

3 メニューから [ 取り出し ] を選択します

8 cm ディスクがコン

ピュータ内で下に落ちる

ディスクを縦向きに挿入するプレーヤーでは、 標準以外のディス

クを再生できません

ト レイが縦向きに取り付けられている CD/DVD ド ライブでは、標

準サイズのディスクを、 ラベル面を外側にして、 ド ライブのト レ

イに垂直に収めます。 縦向きドライブのト レイで 8 cm ディスク

を使用するには、 市販のアダプターをご使用ください

22 ページの 「縦向きの CD/DVD ド ライブの使用」 を参照して く

ださい

デ ィ スク を作成 （記録）

できない

ディスクが、 ラベルの面を外側にして ト レイの中心に置かれてい

ることを確認します

ド ライブに対応した種類のディスク （メディア） を使用している

ことを確認します。 別の製造販売元のディスクを試してみます

清潔で、破損していないディスクを使用します。書き込みセッシ ョ

ン中に書き込みが停止した場合、 ディスクが破損している可能性

があります。 別のディスクを使用して ください

書き込むファイルの種類に対応しているディスクを使用します

CD-R ディスクを使用する時は、音楽を書き込む場合はディスクが

空であること、 またデータを書き込む場合は、 ディスクが空また

は付加可能 （データファイルを追加する領域がある） であること

を確認します

ディスクのコピーを作成する場合は、 適切な種類のディスクを使

用しているこ とを確認します。 書き込みプログラムによっては、

ソースと同じ種類のディ スクにしか書き込めない場合がありま

す。 たとえば、 DVD を書き込めるのは DVD+R/-R ディスクまたは

DVD+RW/-RW ディスクのみ、 CD を書き込めるのは CD-R ディス

クまたは CD-RW ディスクのみです

ディスクを適切なド ライブに挿入し、 CD または DVD 書き込みソ

フ トウェアで同じ ド ライブが指定されていることを確認します

CD ドライブおよび DVD ドライブ （続き）

ト ラブル 解決方法
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デ ィ スク を作成 （記録）

できない （続き）

可能な場合は、 書き込みを実行するド ライブの書き込み速度を低

く設定します

ト ラ ッ クのサイズがディスクの使用可能領域より大きい場合、 書

き込みソフ トウェアを使用して ト ラ ッ クを追加できない場合があ

ります。 ファイルをディスクに書き込む前に、 リス トから 1 つま

たは複数のト ラックを削除して、 領域を確保することができます

書き込みを開始する前に、 すべてのソフ トウェアプログラムおよ

びウィンドウを閉じます

ハード ド ライブ上に、 コンテンツの一時コピーを格納するための

十分な領域があることを確認します

[ スタート ] ボタン→ [ コンピューター ] の順にクリ ックします。

ハード ド ライブを右クリ ックし、 [ プロパティ ] を選択して使用可

能な領域を表示します

ネッ ト ワーク上で作業している場合は、 まずネッ ト ワークから

ハード ド ライブにファイルをコピーして、 その後でディスクに書

き込みます

すべてのプログラムおよびウィ ンドウを閉じ、 コンピューターを

再起動します

家庭用のDVDプレーヤー

でDVDの動画を再生でき

ない

データ フ ァイルと して DVD に書き込まれたビデオフ ァイルは、

DVD プレーヤーでは再生できません。 映像を適切に再生できるよ

うにするには、 ビデオ書き込みプログラムを使用します。 ビデオ

ファイルによっては、 コンピューターで再生できても、 家庭用の

DVD ビデオプレーヤーでは再生できない場合があります

CD ドライブおよび DVD ドライブ （続き）

ト ラブル 解決方法
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ビデオ

ト ラブル 解決方法

再生されないビデオファ

イルがある

ファイルが破損しているか、 形式がサポート されていない可能性

があります。 ファイルをビデオエディ ターで開いてから、 サポー

ト されている形式でファイルを保存しなおします

特定のビデオファイルを

再生 し よ う と す る と、

コーデ ッ クに関するエ

ラーメ ッセージが表示さ

れる

Windows Media Player でフ ァイルを開きます。 Windows Media
Player がコーデックを自動的にダウンロードするように設定され

ていることを確認します

適切なコーデックを入手できる場合は、ファイルが再生され

ます。 コーデッ クフ ァ イルをダウンロードするには、 イン

ターネッ トに接続している必要があります

適切なコーデックを入手できない場合は、 Windows Media
Player の更新が利用可能かどうかを確認します

詳し くは、 Windows Media Player のヘルプを開き、 「コーデック」

を検索して ください

[ ビデオの再生に必要な

ファイルが見つからない

か、 壊れています ] とい

うエラーメ ッセージが表

示される

1 [ スタート ] ボタンをクリ ッ クします

2 [ 検索の開始 ] ボックスに 「デバイス マネージャー」 と入力

して [ デバイス マネージャー ] をクリ ッ クし、 [ デバイス マ
ネージャー ] ウィンドウを開きます

3 [ サウンド、 ビデオ、 およびゲーム コン ト ローラー ] の隣の

プラス記号 （+） をク リ ッ クします

4 TV チューナーの項目 （一部のモデルのみ） を右クリ ッ クし、

[ ドライバー ソフ トウェアの更新 ] をクリ ッ クします

5 [自動的に更新されたドライバー ソフ トウェアを検索します

] を選択します

6 説明に沿って操作して、 ド ライバーを更新します

7 要求された場合は、 コンピューターを再起動します
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ハードウェアの取り付け

ト ラブル 解決方法

新しいデバイスが、 シス

テムの一部と して認識さ

れない

デバイスに付属の CD からデバイスド ライバーをインストールす

るか、デバイスの製造販売元の Web サイ トから ド ライバーをダウ

ンロードおよびインストールします

Windows 7 用に更新されたド ライバーが必要な場合があります。

更新についてはデバイスの製造販売元に直接お問い合わせく ださ

い

HP の周辺機器については、 HP の Web サイ ト

http://www.hp.com/support/ をご覧ください

すべてのケーブルがしっかり と適切に接続されており、 ケーブル

のピンが曲がっていないことを確認します

コンピューターの電源を切り、 外付けデバイスの電源を入れてか

らコンピューターの電源を入れることで、 デバイスをコンピュー

ターに認識させます

コンピューターを再起動し、 説明に沿って操作してデバイスを認

識させます

オペレーテ ィ ングシステムで新しいデバイスの自動設定を無効に

し、 リソースの競合を引き起こさない基本的な構成を選択します

デバイスを再構成するか、 または無効にしてリソースの競合を解

決することもできます

新しいデバイスが動作し

ない

デバイスド ライバーをインス トールまたはアンインス トールする

には、 管理者権限のあるアカウン トでログインする必要がありま

す。ユーザーを切り替える必要がある場合は、 [ スタート ] ボタン

→ [ シャッ トダウン ] ボタンの隣の矢印ボタン→ [ ユーザーの切り

替え ] の順にクリ ックします。 管理者権限を持つユーザーを選択

します

http://www.hp.com/support/
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新しいデバイスを取り付

けたら、 デバイスが動作

しな く なった

デバイスの競合を解消するには、 デバイスのどれかを無効にする

か、 または古いデバイスド ライバーをアンインス トールする必要

が生じることがあります

1 [ スタート ] ボタンをクリ ッ クします

2 [ 検索の開始 ] ボックスに 「デバイス マネージャー」 と入力

して [ デバイス マネージャー ] をクリ ッ クし、 [ デバイス マ
ネージャー ] ウィンドウを開きます

3 ト ラブルが発生しているデバイスの隣のプラス記号 （+） を

ク リ ッ クし、デバイスのアイコンの近くに黄色い円で囲まれ

た感嘆符があるかどうかを確認します。感嘆符は、 デバイス

の競合が発生しているか、またはデバイスで問題が発生して

いることを示します。感嘆符は、 デバイスが正常に動作して

いない時でも、 表示されない場合があります

4 ハードウェアデバイスを取り外してあるのに、そのデバイス

ド ライバーが [ デバイス マネージャー ] に表示されている場

合、これがデバイスの競合の原因となっている可能性があり

ます。古いドライバーをアンインストールして、新しいデバ

イスド ライバーを正常に動作させるには、 デバイスを右ク

リ ックして [ アンインストール ] → [OK] の順にクリ ックし

ます

5 デバイスの名前を右クリ ックして[プロパティ ]を選択します

6 [ 全般 ] タブをクリ ッ クし、 デバイスが有効で正常に動作し

ているかどうかを確認します。 [ ト ラブルシューティング ]
ボ タ ン が表示 さ れ て い る 場合は ク リ ッ ク し、 [device
troubleshooter wizard] （デバイスのト ラブルシューテ ィ ング

ウィザード） で画面の説明に沿って操作します

7 コンピューターを再起動します。[スタート ]ボタン→[シャッ

トダウン ]ボタンの隣の矢印ボタン→ [再起動 ]の順にクリ ッ

クします

パフォーマンス

ト ラブル 解決方法

コンピューターに表示さ

れるプロセッサー速度が

低い

実行中のアプリケーシ ョ ンが最高の処理能力を必要としていない

ため、 プロセッサーが自動的に低い速度で実行される場合に発生

します

ソフ トウェアプログラム

およびファイルの起動や

反応に予想以上の時間が

かかる

コンピューターに複数のユーザーアカウン ト を作成してある場合

は、 他のユーザーがログインしていないことを確認します。 一度

に複数のユーザーがログインしている場合、 システムのリソース

がユーザー間で共有されます

ハードウェアの取り付け （続き）

ト ラブル 解決方法
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無線デバイス

ト ラブル 解決方法

Bluetoothデバイスが機能

しない

デバイスと コンピューターの距離が近すぎたり遠すぎたりせず、

適切であることを確認します。 適切な距離については、 デバイス

の説明書を参照して く ださい

デバイスを取り外してから取り付けなおします

1 [ スタート ] ボタン→ [ コン ト ロール パネル ] の順にクリ ッ

クします

2 [ハードウェアとサウンド ]→ [Bluetooth デバイス ]の順に

クリ ックします

3 機能していないデバイスを選択して[削除]をクリ ッ クします

4 [ 追加 ] をクリ ッ クしてデバイスのリセッ トボタンを押し、

[ セッ トアップを完了し、 デバイスは発見可能になりまし

た ] チェ ックボックスにチェ ックを入れて [ 次へ ] をクリ ッ

クします

5 画面の説明に沿って操作します

デバイスの接続が多すぎる可能性があります。 デバイスの処理量

が少な く なるまで待つか、 他のデバイスが検出されないように設

定します。 検出機能を無効にする方法については、 デバイスの説

明書を参照して ください

無線通信を行うその他のデバイス （電子レンジ、 コードレス電話、

802.11 無線ネッ トワークなど） が干渉していないことを確認しま

す。 機能しないデバイスを他のデバイスから遠ざけてみます
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リモコン

ト ラブル 解決方法

リモートセンサーが、 リ

モート コン ト ロールから

の信号を受信しない （一

部のモデルのみ）

リモコンをセンサーに向けて操作しているこ とを確認しま

す

リモコンに新しい電池が入っていることを確認します

USB コネクターを持つ外部センサーの場合は、以下の手順に

沿って赤外線接続を有効にしてみます

1 [ スタート ] ボタンをクリ ッ クします

2 [ 検索の開始 ] ボックスに 「デバイス マネージャー」 と入力

して [ デバイス マネージャー ] をクリ ッ クし、 [ デバイス マ
ネージャー ] ウィンドウを開きます

3 [ ユニバーサル シリアル バス コン ト ローラー ] の隣のプラ

ス記号 （+） をク リ ックします

4 [ ユニバーサル シリアル バス コン ト ローラー ] の下に

[eHome 赤外線レシーバ ] と表示されている場合、 赤外線レ

シーバーは Windows 7 に正し く検出されています。 表示さ

れていない場合は、 次の手順に進みます

5 コンピューターに接続されているリモートセンサーの USB
ケーブルを取り外し、 同じ USB コネクターに接続しなおし

ます

6 リモートセンサー以外のすべての USB デバイスを取り外し

て、コンピューターを再起動します。[ デバイス マネージャー

] ウィンドウにリモートセンサーが表示されてから、 その他

の USB デバイスを接続します

メモリカード リーダー

ト ラブル 解決方法

メ モ リ カー ド リ ーダー

が、 メモリカードを読み

込めない

使用中 （動作中） であるこ とを示すランプが点滅している時は、

メモリカードの挿入または取り出しは行わないで く ださい。 これ

を行う と、 データが消失したり、 カード リーダーが損傷して修復

できな く なったりする場合があります

メモリカードによっては、 読み取り / 書き込みスイッチまたはセ

キュリテ ィスイッチが付いています。 データをカードに書き込む

前に、 カードのスイッチが書き込み可能に設定されていることを

確認します

保管されたデータ量が、 メモリカードの記憶可能領域を超えてい

ないことを確認します
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ソフ トウェアのト ラブルシューティング
お使いのコンピューターでは、通常の動作中、オペレーテ ィ ングシステムおよびインストールさ

れたソフ トウェアプログラムが使用されます。ソフ トウェアが原因でコンピューターが正常に動

作しない、 または停止する場合、 その問題を修復できることがあります。

ソフ トウェアの修復には、 コンピューターの再起動だけで済む簡単なものもあれば、ハード ド ラ

イブ上のファイルからシステムの復元を実行する必要があるものもあります。

ソフ トウェアの修復の概要
ソ フ ト ウェアの問題を解決する最も効率的な方法は、 コンピューターを再起動するか、 コン

ピューターの電源を完全に切ってから電源を入れなおすことです。 これで解決しない場合は、以

下の方法でソフ トウェアのト ラブルからコンピューターを修復します。

ド ライバーの更新 （次のセクシ ョ ン 「ド ライバーの更新」 を参照）

Microsoft の [ システムの復元 ]（45 ページの「Microsoft の [ システムの復元 ]」を参照）：コン

ピューターをソフ トウェアの問題が発生する以前に使用していた構成に復元します。

ソフ トウェアプログラムおよびハードウェアド ライバーの再インストール（46ページの「ソ

フ トウェアプログラムおよびハードウェアド ライバーの再インス トール」 を参照） ：工場出

荷時にインストールされたソフ トウェアプログラムまたはハードウェアド ライバーを、 [ リ
カバリ  マネージャ ] プログラムを使用して再インストールします。

Microsoft の [ システムの復元 ] （49 ページの 「システムリカバリ」 を参照）：ハード ド ライブ

の内容 （作成したデータファイルを含む） を消去して再フォーマッ ト し、 オペレーテ ィ ン

グシステム、 プログラム、 およびド ライバーを再インストールします。

ドライバーの更新
ド ライバーはプリンター、 ハード ド ライブ、 マウス、 キーボードなどの接続されたデバイスとコ

ンピューターのやり取りを可能にするソフ トウェアプログラムです。

メ モ リ カー ド リ ーダー

が、 メモリカードを読み

込めない

（続き）

メモリカードがサポート されている種類 （CompactFlash （I、 II、お

よび Microdrive）、 メモリステ ィ ッ ク、 メモリステ ィ ッ ク PRO、 マ

ルチメディアカード、 SecureDigital （SD および SDHC） カード、

SmartMedia カード、 xD ピクチャカードなど） であることを確認

します。一部のモデルでは、 その他の種類 （SDHC （Secure Digital
High-Capacity） など） のメモリカード もサポート している場合が

あります

メモリカードが正しいスロッ トに完全に挿入されていることを確

認します

メモリカードの接続部分に、 穴や金属端子を塞いでいる汚れやご

みがないかどうかをチェ ッ クします。 軽く湿らせた、 毛羽立たな

い柔らかい布で端子をクリーニングします。 必要に応じて、 メモ

リカードを交換します

メモリカード リーダー （続き）

ト ラブル 解決方法
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ド ライバーを更新するには、 また、新しいド ライバーで問題が解決されない場合にドライバーの

以前のバージ ョ ンに戻すには、 以下の手順で操作します。

1 [ スタート ] ボタンをクリ ックします。

2 [ 検索の開始 ] ボックスに 「デバイス マネージャー」 と入力して [ デバイス マネージャー ]
をクリ ッ クし、 [ デバイス マネージャー ] ウィンドウを開きます。

3 プラス記号 （+） をク リ ッ クして、 更新または元に戻すデバイスを展開します （たとえば、

DVD/CD-ROM ド ライブなど）。

4 目的の項目をダブルクリ ックします （たとえば、 HP DVD Writer 640b など）。

5 [ ドライバー ] タブをクリ ックします。

6 ド ライバーを更新する場合は、 [ ドライバーの更新 ] をクリ ッ クし、 画面の説明に沿って操

作します。

または

ド ライバーを以前のバージ ョ ンに戻す場合は、 [ ドライバーを元に戻す ] をクリ ッ クし、 画

面の説明に沿って操作します。

Microsoft の [ システムの復元 ]
Windows 7 には、 コンピューターの構成を、 現在のソフ トウェアの問題が発生する以前に使用

していた構成に復元できる機能が含まれています。 この機能は、その時点のコンピューターの設

定を記録する 「復元ポイン ト」 を作成することで、 実行されます。

新しいプログラムがインストールされる時、 インストール処理の前に、オペレーテ ィングシステ

ムにより自動的に復元ポイン トが作成されます。 復元ポイン トは手動で設定することもできま

す。

コンピューター上のソフ トウェアが原因と考えられる ト ラブルが発生した場合は、 [ システムの

復元 ] を使用して、 コンピューターを以前の復元ポイン トに戻します。

システムの復元を行うには、 以下の手順で操作します。

1 開いているすべてのプログラムを閉じます。

2 [ スタート ] ボタンをクリ ックして [ コンピューター ] を右クリ ックし、 [ プロパティ ] をク

リ ックします。

3 [ システムの保護 ] → [ システムの復元 ] の順にクリ ックします。 ［ユーザー アカウン ト制

御］ が表示されます。 [ 続行 ] をクリ ッ クします。 [ 次へ ] をクリ ッ クします。

4 画面の説明に沿って操作します。

手動で復元ポイン ト を追加するには、 以下の手順で操作します。

1 開いているすべてのプログラムを閉じます。

2 [ スタート ] ボタンをクリ ックして [ コンピューター ] を右クリ ックし、 [ プロパティ ] をク

リ ックします。

3 [ システムの保護 ] をクリ ックします。 [ ユーザー アカウン ト制御 ] が表示されます。

[ 続行 ] をクリ ックします。

4 [ 保護設定 ] で、 復元ポイン ト を作成するディスクを選択します。

5 [ 作成 ] をクリ ッ クします。

6 画面の説明に沿って操作します。

注 ： システムリカバリプログラムを使用する前に、 必ずシステムの復元を実行して ください。
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ソフ トウェアの復元ポイン トについて詳し く調べるには、 以下の手順で操作します。

1 [ スタート ] ボタン→ [ ヘルプとサポート ] の順にクリ ックします。

2 ヘルプの検索ボックスに 「システムの復元」 と入力し、 [Enter] キーを押します。

ソフ トウェアプログラムおよびハードウェアドライバーの
再インストール
工場出荷時にインス トールされたソフ トウェアプログラムまたはハードウェアド ライバーが破

損した場合は、 [ リカバリ  マネージャ ] プログラムを使用してそれらを再インストールできます

（一部のモデルのみ）。

プログラムをアンインス トールする前に、 再インス トールが可能であることを確認して く ださ

い。 もともとインストールした場所 （ディスクやインターネッ トなど） で現在も利用できること

を確認します。 または、 対象のプログラムが、 [ リカバリ  マネージャ ] から再インストールでき

るプログラムの一覧に含まれていることを確認します。

[ リカバリ  マネージャ ] でインストール可能なプログラムの一覧を確認するには、 以下の手順で

操作します。

1 [ スタート ] ボタン→ [ すべてのプログラム ] → [ リカバリ  マネージャ ] → [ リカバリ  マ
ネージャ ] の順にクリ ックします。 [ ユーザー アカウン ト制御 ] が表示されます。 [ 続行 ] を
クリ ックします。

2 [ ソフ トウェア プログラムの再インストール ] をクリ ックします。

3 [ ソフ トウェア プログラムの再インストーラへよう こそ ]画面で [次へ ] をクリ ッ クします。

プログラムの一覧が表示されます。 該当するプログラムがあるか確認します。

プログラムをアンインストールするには、 以下の手順で操作します。

1 すべてのソフ トウェアプログラムおよびフォルダーを閉じます。

2 破損したプログラムをアンインストールします。

a [ スタート ] ボタン→ [ コン ト ロール パネル ] の順にクリ ックします。

b [ プログラム ] で [ プログラムのアンインストール ] をクリ ッ クします。

c 削除するプログラムを選択し、 [ アンインストール ] をクリ ッ クします

d アンインストールの手順を続行する場合は [ はい ] をクリ ッ クします。

[ リカバリ  マネージャ ] を使用してプログラムを再インス トールするには、 以下の手順で操作し

ます。

1 [ スタート ] ボタン→ [ すべてのプログラム ] → [ リカバリ  マネージャ ] → [ リカバリ  マ
ネージャ ] の順にクリ ックします。 [ ユーザー アカウン ト制御 ] が表示されます。 [ 続行 ] を
クリ ックします。

2 [ ソフ トウェア プログラムの再インストール ] をクリ ックします。

3 [ ソフ トウェア プログラムの再インストーラへよう こそ ]画面で [次へ ] をクリ ッ クします。

4 インストールするプログラムを選択して [ 次へ ] をクリ ックし、画面の説明に沿って操作し

ます。

5 再インストールが完了したら、 コンピューターを再起動します。

注 ： コンピューターに同梱されている CD または DVD からインストールしたソフ トウェアプロ

グラムを再インストールする場合に、 [ リカバリ  マネージャ ] プログラムを使用しないで く ださ

い。 これらのプログラムは CD または DVD から直接再インストールして ください。
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メンテナンス
このセクシ ョ ンで説明する作業を行う ことで、お使いのコンピューターのト ラブルを防止できま

す。 また、 将来ト ラブルが発生した場合に、 重要な情報を簡単に復元できます。

メンテナンス作業
単純なメンテナンスを実行し、コンピューターが最高のパフォーマンスで動作するようにするこ

とが重要です。

注 ： 最後の手順を省略しないで く ださい。 ソフ トウェアプログラムまたはハードウェアド

ライバーのリカバリが完了したら、 コンピューターを再起動する必要があります。

毎週

ソフ トウェアのクリーン

アップ

[ ディスク  クリーンアップ ]、または他社製の安全なクリーニング

ツールを使用して、 システムの動作を低下させる原因となる、 蓄

積された不要なファイルや一時ファイルを削除します。 また、 不

要になったプログラムを確認して、 それらをアンインス トールし

ます

デフラグ ディスクデフラグプログラムを実行して、 ハードディスクを最適

な状態に保ち、 システムパフォーマンスを向上させます。 この作

業を頻繁に実行しても、 システムに害を与えることはありません

ウィルススキャン 完全なウィルススキャンを毎週実行することにより、 知らないう

ちに入り込む可能性があるウィルスをキャ ッチできます。 ほとん

どのウィルス対策製品には、 これを自動的に追跡するスケジュー

ル機能があります

毎月

ハードウェアのクリーン

アップ

コンピューターの内部および外部をすべてクリーニングします

ソフ トウェアの更新 [Windows Update] を使用して、オペレーテ ィングシステムのバグ

を修正し、 パフォーマンスを向上させるこ とができます。 また、

ハードウェアのド ライバー更新プログラム、 および使用している

プログラムの新しいバージ ョ ンの確認も行います

ハードディスクの診断 ハードディスクの障害を、 被害が出る前に検出できる場合があり

ます

毎年

システムリカバリ コンピューターの使用方法にもよりますが、 システムは、 いつか

は故障する可能性があります。 システムリカバリプログラムを使

用して、インストールされていた Windows オペレーティングシス

テムをいったん完全に消去し、 初めてシステムの電源を入れたと

きの元の構成に復元することができます。 事前に必ずバックアッ

プを作成します。 リカバリを実行する前に、 49 ページの 「システ

ムリカバリ」 で詳しい説明を参照して ください
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データバックアップディスクの作成
お使いのコンピューターにインストールされている DVD 作成ソフ トウェアを使用して、 個人用

ファイル、 電子メールメ ッセージ、 および Web サイ トのお気に入りなどの重要な情報のバック

アップディスクを作成できます。また、データを外部ハード ド ライブに移動することもできます。

バックアップディスクへのデータの書き込みには、書き込み検証機能のあるソフ トウェアを使用

して ください。 この検証機能とは、ハードディスク上のデータとディスクにコピーされたデータ

を比較し、正確なコピーであるかどうかを確認するものです。ディスク作成ソフ トウェアの種類

によっては、 この機能を手動で有効にする必要があります。

ディスクの作成で問題が発生した場合は、別の種類または別の製造販売元のメディアで試してみ

ます。 また、 Windows エクスプローラーを使用してファイルを表示し、 内容がコピーされてい

ることの確認も行います。 Windows エクスプローラーを開くには、 [ スタート ] ボタンを右ク

リ ックし、 [ エクスプローラー ] をクリ ッ クします。

システムリカバリディスクの作成
これは、お使いのコンピューターが正常に動作している時に 1 回だけ実行する必要がある作業で

す。 将来、 コンピューターにト ラブルが発生した場合に、 作成したシステムリカバリディスクを

使用して工場出荷時の設定に復元できます。 詳し くは、 50 ページの 「リカバリディスクの作成」

を参照して ください。

埃、 汚れ、 熱からのコンピューターの保護
お使いのコンピューターシステムを埃、汚れ、および熱から守ることで、より長く使用できます。

埃、 ペッ トの毛やその他のごみが積もることで、 部品が過熱したり、 キーボードやマウスの動き

が滑らかでな く効率が悪く なったり します。埃やごみが付いていないかどうか、システムを 1 か

月に 1 回確認し、 3 か月に 1 回程度クリーニングして ください。

コンピューターおよびモニターのク リーニング

1 電源コンセン トからコンピューターのプラグを抜き取ります。

2 電源コンセン トからモニターのプラグを抜き取ります。

3 乾いた清潔な布で、 コンピューターの表面およびモニターの埃を取り除きます。

4 温かい水で軽く湿らせた清潔な布で、 コンピューターの表面およびモニターの汚れを拭き

取ります。

モニター画面には水分を付けないで ください。

5 乾いた清潔な布で、 コンピューターおよびモニターの表面の水分を拭き取ります。

6 乾いた清潔な布でモニター画面をクリーニングします。 より しっかり とク リーニングする

場合は、 静電気防止効果のあるスクリーンクリーナーを清潔な布に付けて使用します。

注：コンピューターまたはモニターの表面にシールの粘着剤や液体が付いている場合は、毛

羽立ちのない布にイソプロピルアルコールまたは消毒用アルコールを付けて拭き取りま

す。
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コンピューターの通気孔のク リーニング
通気孔によりコンピューターおよびモニターが冷却されます。十分な通気を確保するため、電池

式の小型掃除機で通気孔をクリーニングして く ださい。 （電池式の掃除機を使用することで、 感

電を防止できます。）

1 コンピューターおよびモニター表面の通気孔に掃除機をかけます。

2 コンピューターのコネクター （USB コネクター、 イーサネッ ト コネクターなど） の内部お

よび周囲に付着したごみを取り除きます。

キーボードおよびマウスのク リーニング
キーボードのキーをクリーニングする時は、キーや内部のバネが外れないようにするため、電池

式の掃除機を 「弱」 の設定で使用して ください。

1 キーボードのキーの隙間および縁に掃除機をかけます。

2 乾いた清潔な布にイソプロピルアルコールを付けて、 キーボードのキーおよびその周囲を

クリーニングします。

3 洗剤で軽く湿らせた布で、 マウスの本体およびコードを拭きます。

システムリカバリ
システムリカバリでは、 ハード ド ライブの内容を完全に消去し、 フォーマッ ト します。 これによ

り、 これまでに作成したすべてのデータファイルも削除されます。 システムリカバリにより、 オ

ペレーテ ィ ングシステム、 プログラム、 およびド ライバーが再インス トールされます。 ただし、

工場出荷時にコンピューターにインストールされていないソフ トウェアは、手動で再インストー

ルする必要があります。 これには、 コンピューターに同梱されている CD からインストールした

ソフ トウェア、 およびコンピューター購入後にインストールしたソフ トウェアが含まれます。

システムリカバリの実行方法を以下から選択する必要があります。

リカバリイ メージ ： ハード ド ライブに格納されているリカバリイ メージからシステムリカ

バリを実行します。 リカバリイ メージは、 工場出荷時のソフ トウェアのコピーが含まれた

ファイルです。 ハード ド ライブ上のリカバリイ メージからシステムリカバリを実行するに

は、 51 ページの 「Windows 7 スタート メニューからのシステムリカバリの開始」 を参照し

て ください。

リカバリディスク ： ハード ド ライブに格納されているファイルから作成したリカバリディ

スクのセッ トから、 システムリカバリを実行します。 リカバリディスクを作成する方法に

ついては、 以下の項目を参照して ください。

注：リカバリイ メージは、ハード ド ライブの、データ保存に使用できない領域を使用します。
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リカバリディスクの作成
このセクシ ョ ンで説明する手順を実行して、ハード ド ライブに格納されているリカバリイ メージ

から、 リ カバリディスクのセッ ト を作成します。 このイ メージには、 工場出荷時にコンピュー

ターにインス トールされていたオペレーテ ィ ングシステムおよびソフ トウェアプログラムの

ファイルが含まれています。

お使いのコンピューターで作成できるリカバリディスクは 1 セッ トのみです。また、作成したリ

カバリディスクは、 お使いのコンピューターでのみ使用できます。

リカバリディスクの選択

リカバリディスクを作成するには、 コンピューターに DVD 書き込みド ライブが搭載されている

必要があります。

システムリカバリディスクの作成には、DVD+R またはDVD-Rの空のメディアを使用します。

CD、 DVD+RW、 DVD-RW、 DVD+RW DL、 DVD-RW DL、 DVD+R DL、 または DVD-R DL ディス

クは、 リカバリディスクの作成に使用できません。

リカバリディスクセッ ト を作成する場合は、 高品質のディスクを使用して く ださい。 リ カバリ

ディスク作成プロセスでは、 非常に高い基準での検証処理が行われます。 「ディスク書き込み時

の記録エラー」 または 「ディスクの検証中にエラーが検出されました」 などのエラーメ ッセージ

が表示される場合があります。

ディスクに問題があるために、 そのディスクを使用できない場合があります。新しいディスクを

挿入して再度試すように要求するメ ッセージが表示されます。ディスクを使用できないことは異

常ではありません。

リカバリディスクに使用されるディスクの数は、お使いのコンピューターのモデルによって異な

ります （通常は 1 ～ 3 枚です）。 リカバリディスク作成プログラムの画面上に、 必要な空のディ

スクの数が示されます。

この作業は、ディスクに書き込まれた情報が正しいかどうかを確認するために、ある程度の時間

がかかります。 作業はいつでも中止できます。 次にプログラムを実行する時は、 中止した場所か

ら再開されます。

システムリカバリディスクを作成するには

1 開いているすべてのプログラムを閉じます。

2 [ スタート ] ボタン→ [ すべてのプログラム ] → [ リカバリ  マネージャ ] → [ リカバリ  ディ

スクの作成 ] の順にクリ ックします。 [ ユーザー アカウン ト制御 ] が表示されます。

[ 続行 ] をクリ ックします。

3 画面の説明に沿って操作します。作成したリカバリディスクにはラベル （リカバリ 1、 リカ

バリ 2 など） を付けます。

4 安全な場所に保管して ください。

システムリカバリのオプション
システムリカバリは以下の順序で実行する必要があります。

1 ハード ド ライブを使用して ： Windows 7 のスタート メニューから

2 ハード ド ライブを使用して ： システムの起動中にキーボードの [F11] キーを押す

3 作成したリカバリディスクから

4 HP のサポート窓口で購入したリカバリディスクからリカバリディスクを購入するには、

http://welcome.hp.com/country/jp/ja/support.html にアクセスし、 ソフ トウェア

およびド ライバーのダウンロードページでお使いのコンピューターのモデルを検索しま

す。

http://welcome.hp.com/country/jp/ja/support.html
http://welcome.hp.com/country/jp/ja/support.html
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Windows 7 スタート メニューからのシステムリカバリの開始

コンピューターが機能しており、 Windows 7 を使用できる場合は、 以下の手順でシステムリカ

バリを実行します。

1 コンピューターの電源を切ります。

2 モニター、 キーボード、 およびマウス以外に接続されている周辺機器 （USB 接続機器、 プ

リンターなど） を、 コンピューターからすべて取り外します。

3 コンピューターの電源を入れます。

4 [ スタート ] ボタン→ [ すべてのプログラム ] → [ リカバリ  マネージャ ] → [ リカバリ  マ
ネージャ ] の順にクリ ックします。 [ ユーザー アカウン ト制御 ] が表示されます。 [ 続行 ] を
クリ ックします。

5 [ システム リカバリ ] をクリ ッ クします。

6 [ はい ] → [ 次へ ] の順にクリ ックします。

コンピューターが再起動します。

7 [ システム リカバリ ] をクリ ッ クします。

8 ファイルをバックアップするよう求められ、 まだバックアップを行っていない場合は、

[ ファイルを最初にバックアップして ください ] ボタン→ [ 次へ ] の順にクリ ックします。

それ以外の場合は、 [ ファイルをバックアップせずに復元する ] ボタン→ [ 次へ ] の順にク

リ ックします。

システムリカバリが開始します。 システムリカバリが完了したら、 [ 完了 ] をクリ ッ クして

コンピューターを再起動します。

9 登録処理を行い、 デスク ト ップが表示されるまで待ちます。

10 コンピューターの電源を切り、 すべての周辺機器を接続しなおして、 コンピューターの電

源を入れます。

11 53 ページの 「リカバリ手順実行後の作業」 の手順を実行します。

システム起動中のシステムリカバリの開始

Windows 7 を使用できないが、 コンピューターが機能する場合は、 以下の手順でシステムリカ

バリを実行します。

1 コンピューターの電源を切ります。 必要であれば、 コンピューターの電源が切れるまで電

源ボタンを押したままにします。

2 モニター、 キーボード、 およびマウス以外に接続されている周辺機器 （USB 接続機器、 プ

リンターなど） を、 コンピューターからすべて取り外します。

注：システムリカバリオプシ ョ ンにより、 コンピューターの購入後に作成またはインストールし

たすべてのデータまたはプログラムが削除されます。残しておきたいデータは、必ずリムーバブ

ルディスクにバックアップしておいて ください。

注 ： システムのリカバリパーテ ィシ ョ ンが検出されなかった場合、 リカバリディスクを挿

入するよう求められます。 ディスクを挿入し、 52 ページの 「ユーザーが作成したリカバリ

ディスクからのシステムリカバリの開始」 の手順 7 に進みます。

注：システムリカバリオプシ ョ ンにより、 コンピューターの購入後に作成またはインストールし

たすべてのデータまたはプログラムが削除されます。残しておきたいデータは、必ずリムーバブ

ルディスクにバックアップしておいて ください。
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3 電源ボタンを押し、 コンピューターの電源を入れます。

4 起動中に HP Invent のロゴが表示されたら、「フ ァイルをロード しています」 という メ ッセー

ジが表示されるまで、 キーボードの [F11] キーを繰り返し押します。

5 [ システム リカバリ ] をクリ ッ クします。

6 ファイルをバックアップするよう求められ、 まだバックアップを行っていない場合は、

[ ファイルを最初にバックアップして ください ] ボタン→ [ 次へ ] の順にクリ ックします。

それ以外の場合は、 [ ファイルをバックアップせずに復元する ] ボタン→ [ 次へ ] の順にク

リ ックします。

システムリカバリが開始します。 システムリカバリが完了したら、 [ 完了 ] をクリ ッ クして

コンピューターを再起動します。

7 登録処理を行い、 デスク ト ップが表示されるまで待ちます。

8 コンピューターの電源を切り、 すべての周辺機器を接続しなおして、 コンピューターの電

源を入れます。

9 53 ページの 「リカバリ手順実行後の作業」 の手順を実行します。

ユーザーが作成したリカバリディスクからのシステムリカバリの開始

このセクシ ョ ンでは、 50 ページの 「リカバリディスクの作成」 の説明に沿って作成したリカバ

リディスクからシステムリカバリを実行する手順について説明します。

リカバリディスクを使用してシステムリカバリを実行するには、 以下の手順で操作します。

1 コンピューターが動作する場合は、 残しておきたいすべてのデータファイルを DVD にバッ

クアップします。 完了したら、 ディスク ト レイからバックアップディスクを取り出します。

2 リカバリディスク #1 を DVD ド ライブ ト レイに挿入し、 ト レイを閉じます。

3 コンピューターが動作している場合は、 [ スタート ] ボタン→ [ シャッ トダウン ] ボタンの

隣の矢印ボタン→ [ シャッ トダウン ] の順にクリ ックします。

または

コンピューターが応答しない場合は、 コンピューターの電源が切れるまで、 約 5 秒間電源

ボタンを押したままにします。

4 モニター、 キーボード、 およびマウス以外に接続されている周辺機器 （USB 接続機器、 プ

リンターなど） を、 コンピューターからすべて取り外します。

5 電源ボタンを押し、 コンピューターの電源を入れます。

システムリカバリをディスクとハード ド ライブのどちらから行うかを選択するウィ ンドウ

が表示された場合は、 ディスクから行うオプシ ョ ンを選択し、 [ 次へ ] をクリ ックします。

6 [ 購入時の状態にコンピュータを復元 ] を選択ます。

7 ファイルをバックアップするよう求められ、 まだバックアップを行っていない場合は、

[ ファイルを最初にバックアップして ください ] ボタン→ [ 次へ ] の順にクリ ックします。

それ以外の場合は、 [ ファイルをバックアップせずに復元する ] ボタン→ [ 次へ ] の順にク

リ ックします。

注：システムリカバリオプシ ョ ンにより、 コンピューターの購入後に作成またはインストールし

たすべてのデータまたはプログラムが削除されます。残しておきたいデータは、必ずリムーバブ

ルディスクにバックアップしておいて ください。

注意 ： ハード ドライブ上のすべてのデータが削除されます。 バックアップを行わない場合、

すべてのデータが失われます。



ト ラブルシューテ ィングおよびメンテナンス 53

8 次のリカバリディスクを挿入するよう求められたら、 ディスクを挿入します。

9 [ リカバリ  マネージャ ] の処理が完了したら、システムからすべてのリカバリディスクを取

り出します。

10 [ 完了 ] をクリ ッ クしてコンピューターを再起動します。

11 コンピューターが再起動したら、9 ページの 「コンピューターを使用する前に」 を参照しま

す。

リカバリ手順実行後の作業

1 [Windows セッ トアップ ] 画面の説明に沿ってセッ トアップ手順を実行します。

2 9 ページの 「コンピューターを使用する前に」 の手順に沿って操作します。

その他のト ラブルシューティング
その他のト ラブル解決方法については、 以下を参照して ください。

HP Support Assistant
HP Support Assistant は、自動更新、オンボード診断、およびアシスタン ト機能によりコンピュー

ターのパフォーマンスを維持し、 問題をすばやく解決するために役立ちます。

HP Support Assistant を開くには、 [ スタート ] ボタン→ [ すべてのプログラム ] → [HP] → [HP
Support Assistant] の順にクリ ックします。

Windows 7 のト ラブルシューティングツール

Windows 7 には、 コンピューターの一般的な問題を自動的に解決できる ト ラブルシューテ ィ ン

グツールが含まれています。 Windows 7 のト ラブルシューテ ィ ングツールにアクセスするには、

以下の手順で操作します。

1 [ スタート ] ボタン→ [ コン ト ロール パネル ] の順にクリ ックします。

2 [ システムとセキュ リティ ] をクリ ッ クします。

3 [ アクシ ョ ン センター ] で [ 問題の発見と解決 ] をクリ ッ クします。
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Printed in Japan

環境への配慮
ご購入ありがと うございます。 HP では品質、 パフォーマンス、 使いやすさに優れたコンピュー

ターの開発に努めています。 さらにこのコンピューターは環境に配慮して設計されています。

いっそう環境を保護するために、 ぜひご協力ください。

お客様にできること
古いコンピューターをリサイクルする

スク リーンセーバーを使わない

電源設定を有効にしてお く

HP では、 使用済みの HP 製および他社製ハー

ドウェアの回収プログラムを一部の地域で実

施しています。 規定要件およびお客様からの

要望の違いに応じて、 プログラムの実施条件

や実施状況も地域により異なります。HP のリ

サイクルプログラムについては、 HP の Web
サイ ト （http://h50146.www5.hp.com/
program/suppliesrecycling/jp/ja/
hardware/household.asp） を参照して く

ださい。

スク リーンセーバーは、 コンピューターがス

リープ状態に入ることを阻止するため、 電力

を余計に消費してしまう場合があります。 ま

た、 LCD のバックライ トが点灯している時間

が増えるため、 モニターの寿命が短く なる可

能性があります。

コンピューターに搭載されている電源管理

ツールは、 パフォーマンスに影響することな

く電力の消費を最小限に抑えるように設定さ

れています。 この設定は有効のままにしてお

いて ください。

HP が行ったこと

環境に配慮した設計

エネルギー効率の向上

より高品質、 より少量の部材

お客様がこのコンピューターを永く ご愛用い

ただいた後で廃棄するときのために、 簡単に

解体でき、 できるだけ多くの部品をリサイク

ルできるよう設計しました。 コンピューター

の梱包箱もリサイクル可能です。

このコンピューターには、HP の電源管理テク

ノ ロジーが搭載されています。 これにより、

非搭載のコンピューターと比較して最大45%
の省電力が実現します。 最小限の電力のみ使

用することで、 電気代はもちろん、 二酸化炭

素の排出も削減できます。

HP では、お客様とご家族、そして地球環境を

守るため、 可能な限り安全な部材を全製品に

使用しています。

http://h50146.www5.hp.com/program/suppliesrecycling/jp/ja/hardware/household.asp
http://h50146.www5.hp.com/program/suppliesrecycling/jp/ja/hardware/household.asp
http://h50146.www5.hp.com/program/suppliesrecycling/jp/ja/hardware/household.asp
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